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教育委員会構成

教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
予
算
は
、
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
９
件
、
平
成
23

年
度
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
７
件
で
あ
り
、
条
例

は
、
白
樺
高
原
の
貸
付
地
に
係
る

環
境
整
備
や
防
災
対
策
等
の
経
費

の
財
源
に
充
て
る
た
め
新
た
な
基

金
条
例
の
制
定
、
ま
た
子
育
て
支

援
対
策
と
し
て
福
祉
医
療
費
の
児

童
対
象
年
齢
を
18
歳
に
達
す
る
日

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
拡

大
す
る
条
例
改
正
、
都
市
農
村
交

流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
実
態
に
沿
っ

た
利
用
料
金
改
正
な
ど
８
件
で
あ

り
ま
す
。

　
議
案
の
他
は
、
町
道
と
し
て
３

路
線
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
事
案
件
で
は
、
教
育

委
員
に
米
澤
修
一
氏
（
千
曲
市
在

住
）、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
立
野
孝
一
氏（
蟹
窪
）が
、
議
会

の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
、
人
格
が
高
潔
で
、
教
育
、

学
術
及
び
文
化
に
関
し
識
見
を
有
す
る
者

の
う
ち
か
ら
、
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
米
澤
修
一
氏

が
新
た
に
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
米
澤
氏
は
、
千
曲
市
の
出
身
で
、
大
学
を
卒
業
後
、
長
野
県
教
育
委
員

会
に
勤
務
さ
れ
、
教
育
次
長
、
飯
山
北
高
等
学
校
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す

る
不
服
の
審
査
及
び
決
定
に
対
し
、
中
立

的
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
審
査
し
、
課
税

の
公
平
を
期
す
る
者
と
し
て
、
学
織
経
験

を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
町
長
が
議
会

の
同
意
を
得
て
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
立
野
孝
一
氏
（
蟹
窪
）
が
新
た
に
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
野
氏
は
、
現
在
、
土
地
家
屋
調
査
士
・
行
政
書
士
の
職
業
に
あ
り
、

土
地
家
屋
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
任
期
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

　
な
お
、
他
に
２
名
の
方
が
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
荻
原　
　
裕  

氏
（
委
員
任
期　
平
成
25
年
３
月
31
日
）

　
市
川　
芳
久  

氏
（
委
員
任
期　
平
成
26
年
３
月
31
日
）

　
平
成
24
年
第
１
回
定
例
議
会
が
、
３
月
２
日
よ
り
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
31
議
案
が
、
本
会
議
及
び
常
任
委
員
会
で
慎
重
審
議

さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
議
会

職　　名 氏　　名 委員任期

委　員　長 竹 城 　  茂 平成25年９月30日
職務代理者 関 　  淳 子 平成25年９月30日
委　　　員 高 尾  昌 子 平成26年９月30日
委　　　員 米 澤  修 一 平成28年３月31日
教　育　長 塩 沢  勝 巳 平成27年６月30日
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換算方法は、文部科学省による福島県内の学校における対応基準を参考にしました。

空間放射線量の定期測定を開始しました
　町では、平成24年２月27日より、公共
施設等の空間放射線量の定期測定を開始
しました。　測定結果については、立科町
のホームページでお知らせしています。

３月26・27日に実施しました上記①における空間放射線量測定結果は、「0.04〜0.06マイクロシーベルト毎時」
であり、いずれの地点においても健康に影響のない値でした。

基本測定 　毎週１回 役場庁舎　（玄関前駐車場） （月曜日）
月例測定 　毎月１回 子ども関連施設（小・中学校・３保育園・児童館） （第４月曜日）

 蓼科地区（白樺高原総合観光センター・蓼科第2牧場・三本松地籍） （第４火曜日）

※　国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）が2007年に示した勧告では、一般公衆の
被爆限度量は、年間１ｍＳｖ（ミリシーベルト）と定められています。（ただ
し、自然放射線量及び医療目的による放射線は除く）。

　　１時間当たりの（測定値の単位）に換算すると、「0.19μＳｖ/ｈ」となります。

[χμＳｖ／時間×８時間（屋外）＋χμＳｖ／時間×0.4（透過率）×16時間（屋内）]
×365日＝1,000μＳｖ／年＝１ｍＳｖ／年　　　χ≒0.19

　空間放射線量測定器は、精
密機械であり精度を保つ必要
があります。き損・汚損防止
のため、貸出しは行なってい
ません。

測定器の貸出しは
行なっていません

② 測定結果について

① 測定場所について

シンチレーションサーベイメータによる測定

ＡＬＯＫＡ　ＴＣＳ－１７２Ｂ

μＳｖ/ｈ　（マイクロシーベルト毎時）

測定方法

測定機器

測定値の単位

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
自
転
車
は
環
境
に
優
し
く
手
軽
な
乗
り
物
で

す
が
、
車
両
の
仲
間
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。（
車
道
の
左
側
を

通
行
、
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
の
禁
止
な
ど
）

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
後
部
席
の
約
6
割
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
、

幼
児
の
約
4
割
以
上
が
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
非

着
用
で
す
。
万
が
一
の
際
、
被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
も
、
全
座
席
で
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
自
身
が
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
を
厳
守
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
周
り
の
人
も
飲

酒
し
た
人
に
運
転
さ
せ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
・
横
断
中
の
交
通
事
故
防
止

　
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
自
宅
近
く

を
歩
行
・
横
断
中
の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
夜
光
反
射
材
や
自
発
光
材
で
自
分
の
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
横
断
中
も
気
を
抜

か
ず
、
常
に
通
行
車
両
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

東
信
地
区
交
通
災
害
共
済

申
し
込
み
の
お
忘
れ
は
な
い
で
す
か

  

平
成
24
年
度
東
信
地
区
交
通
災
害
共
済
の
加

入
推
進
が
こ
の
3
月
末
を
も
ち
ま
し
て
終
了
し

ま
し
た
が
、
今
後
も
加
入
を
受
付
け
て
お
り
ま

す
。
掛
金
は
1
人
５
０
０
円
で
、
申
込
日
の
翌

日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
が
共
済
期
間

で
す
。
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
庶
務
係

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

長
野
県
重
点

全
国
重
点

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
信
濃
路
は  
ゆ
と
り
の
笑
顔
と  

ゆ
ず
り
あ
い

運
動
の
基
本
　
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
４
月
６
日
㈮
〜
15
日
㈰

環境保健係
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３
月
に
開
か
れ
た
平
成
24
年
立
科
町
議
会

第
１
回
定
例
会
で
、
予
算
額
38
億
円
の
一
般

会
計
と
、
９
の
特
別
会
計
を
含
め
た
総
額
74

億
５
３
３
０
万
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
子
育
て
支
援
」「
立
科
教
育
」「
立
科
地

域
ブ
ラ
ン
ド
・
産
業
振
興
」「
住
み
よ
い
町

づ
く
り
」
の
４
つ
に
重
点
を
お
く
と
と
も
に
、

既
存
事
業
に
お
い
て
も
必
要
性
・
事
業
効
果

等
を
検
討
し
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
は
、
前
年
度
予

算
と
比
較
し
て
、
額
で
１
億
１
０
０
０
万
円
、

率
に
し
て
２
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
額
全
体
で

は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、
額
で

２
１
８
０
万
円
、
率
に
し
て
０
・
３
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

（
※
公
営
企
業
会
計
は
資
本
的
支
出
を
含
め
て
予

算
総
額
と
し
た
た
め
、
前
年
の
広
報
と
比
較
し
た

場
合
、
数
値
が
一
致
し
ま
せ
ん
。）

平
成
24
年
度

一
般
会
計
予
算
の
概
要

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、

38
億
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
億
１
０
０
０
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
入

　
町
税
は
、
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
な
ど
制
度
改
正

に
よ
る
影
響
で
個
人
町
民
税
は
増
額
を
見
込
ん
だ
一

方
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
評
価
替
に
よ
る
影
響

に
よ
り
、
町
税
全
体
で
１
４
０
６
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
予
算
総
額
の
46
・
４
％
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、
17
億
６
０
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、
町
債
は
、
普
通
交
付
税
の
代
替
財
源
で
あ
る

臨
時
財
政
対
策
債
１
億
８
０
０
０
万
円
の
み
計
上
し
、

前
年
度
と
比
べ
１
億
４
１
９
０
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳
　
出

　
目
的
別
に
み
る
と
、
民
生
費
が
８
億
３
７
２
４
万

円
（
22
・
０
％
）
と
最
も
多
く
、
続
い
て
土
木
費
６

億
６
３
８
５
万
円
（
17
・
５
％
）、
総
務
費
６
億
６

７
５
万
円
（
16
・
０
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
み
る
と
、
普
通
建
設
事
業
費
が
、
子
育

て
支
援
住
宅
を
建
設
し
た
前
年
度
と
比
べ
、
９
９
０

５
万
円
の
減
（
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
31
・
３
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
城
処
理
場
・
野
方
塩
沢

処
理
施
設
統
合
事
業
に
伴
う
下
水
道
事
業
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
増
等
に
よ
り
、
繰
出
金
が
前
年
度
と

比
べ
、
４
６
５
９
万
円
の
増
（
前
年
比
６
・
６
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自主財源
13億8,558万円
（36.6％）

依存財源
24億1,442万円
（63.4％）

町税
8億1,065万円
（21.4％）

地方交付税
17億6,000万円（46.4％）
川西保健衛生施設組合交付税分も
含まれます。

使用料及び手数料
1億3,967万円（3.7％）

その他 ※1　1億6,360万円（4.2％）

県支出金
1億5,761万円（4.1％）

国庫支出金
1億5,321万円（4.0％）

町債
1億8,000万円（4.7％）

諸収入
1億3,944万円（3.7％）
財産収入
1億2,412万円（3.3％）
繰越金
6,000万円（1.6％）
繰入金
5,110万円（1.3％）
分担金及び負担金
4,049万円（1.1％）
寄附金
2,011万円（0.5％）

個人町民税 2億6,436万円
法人町民税 5,707万円
固定資産税 4億2,669万円
軽自動車税 2,274万円
町たばこ税 3,763万円
入湯税 216万円

町税の内訳
個人町民税 2億6,436万円
法人町民税 5,707万円
固定資産税 4億2,669万円
軽自動車税 2,274万円
町たばこ税 3,763万円
入湯税 216万円

個人町民税 2億6,436万円
法人町民税 5,707万円
固定資産税 4億2,669万円
軽自動車税 2,274万円
町たばこ税 3,763万円
入湯税 216万円

※1その他の内訳

［　　　　　 ］

地方譲与税、利子割交付金、
配当割交付金、株式等譲渡
所得割交付金、地方消費税
交付金、ゴルフ場利用税交
付金、自動車取得税交付金、
地方特例交付金、交通安全
対策特別交付金

総　　額	 74億5,330	万円
一般会計	 38億円
特別会計（９会計）	 36億5,330	万円 当

予

平
成
24
年
度

初
算

歳  入
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義務的経費
14億2,207万円
（37.4％）

理事者、町議会議員、
職員の給料等（人件費）
7億5,916万円（20.0％）

法令等に基づき給付される
お金や物品など（扶助費）
3億71万円（7.9％）

町の借金を
返すための経費（公債費）
3億6,220万円（9.5％）

建設事業にかかる経費
（普通建設事業費）
2億1,766万円（5.7％）

災害復旧にかかる経費（災害復旧事業費）
355万円（0.1％）

一般会計、特別会計、基金の
間で支出される経費（繰出金）
7億5,442万円（19.9％）

各種団体等に
支出されるお金
（補助費等）
6億2,507万円
（16.4％）

公共施設の光熱水費等の
消費的な経費（物件費）
5億5,033万円（14.5％）

公共施設の修繕等にかかる経費
（維持補修費）
6,067万円（1.6％）

積立金
1,573万円（0.4％）

貸付金
1億550万円（2.8％）

予備費　4,500万円（1.2％）

その他経費
21億5,672万円
（56.8％）

投資的経費
2億2,121万円
（5.8％）

衛生費
3億2,079万円（8.4％）

農林水産業費　1億9,314万円（5.1％）

商工費
2億5,916万円（6.8％）

消防費
1億6,331万円（4.3％）

教育費
2億7,395万円（7.2％）

災害復旧費
355万円（0.1％）

予備費　4,500万円（1.2％） 議会費　7,106万円（1.9％）

総務費
6億675万円
（16.0％）

公債費
3億6,220万円
（9.5％）

民生費
8億3,724万円
（22.0％）土木費

6億6,385万円
（17.5％）

歳  出

歳  出
（性質別）

平成24年度 当初予算
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特
別
会
計

会      計      名
歳入歳出予算額

前年度比24年度
当初予算額

23年度
当初予算額 増減額

住宅改修資金貸付事業 3,413 4,424 △1,011 △22.9

白樺高原下水道事業 40,951 41,475 △ 524 △1.3

国民健康保険 833,000 799,000 34,000 4.3

下水道事業 449,309 404,845 44,464 11.0

介護保険 780,500 733,104 47,396 6.5

ハートフルケアたてしな事業 528,007 566,256 △38,249 △6.8

後期高齢者医療 64,500 63,982 518 0.8

合        計 2,699,680 2,613,086 86,594 3.3

会      計      名
歳入歳出予算額

前年度比24年度
当初予算額

23年度
当初予算額 増減額

一 般 会 計 3,800,000 3,910,000 △ 110,000 △ 2.8

合　　　計

歳出予算額比較
前年度比24年度

当初予算額
23年度

当初予算額 増減額

7,453,300 7,475,100 △21,800 △0.3

公
営
企
業
会
計

会      計      名
収　　入 支　　出 増減額

前年度比
24年度 23年度 24年度 23年度 24年度 23年度

水道事業
収益的 264,269 265,679 264,269 265,679 △1,410 △1,410 △0.5

資本的 2,231 2,954 156,829 136,494 △723 20,335 14.9

索道事業
収益的 450,700 466,660 450,700 466,660 △15,960 △15,960 △3.4

資本的 0 0 81,822 83,181 0 △1,359 △1.6

合        計 717,200 735,293 953,620 952,014 △18,093 1,606 0.2

※公営企業会計は支出の額を予算規模としました。本年度は公営企業会計の資本的収支も掲載しています。

平成24年度  立科町一般会計ほか
全会計当初予算と前年度当初予算との比較

単位：千円、％
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子育て支援 立 科 教 育

住みよい町づく
り

その他新規事業

平成24年度　立科町の新規事業・重点事業

　平成24年度は「子育て支援」「立科教育」「立科地域ブランド・産業振興」「住みよい町づくり」
の４つの柱を重点項目としました。各項目における新規・重点事業は以下のとおりです。

● 児童館運営事業 836万円
 平日19時まで開館 ≪拡充≫

● 福祉医療給付事業 4,673万円
 満18歳に達する日以降の最初の
 3月31日まで医療費無料 ≪拡充≫

● 保育所運営費 5,268万円

● 予防接種事業 1,728万円

● 幼児教育研修 25万円
 幼稚園カリキュラム導入のための
 研修事業≪新規≫

● 学校連携事業 40万円
 学力向上に向けた小･中･高連携
 調整事業 ≪新規≫

● 基礎･基本定着事業 10万円
 基礎・基本を定着させる学習を
 展開する ≪新規≫

● 蓼科高校通学車輌運行補助事業 420万円
  ≪拡充≫

● 立科町PR・地域ブランド構築事業 543万円

● 中小企業振興資金利子補給事業 300万円

● 中小企業振興資金融資保証 600万円

● 農畜産物立科ブランド確立事業 95万円

● 都市農村交流事業
 （クラインガルテン・交流促進センター等）
  1,242万円

● 新規・試験栽培・加工品開発事業 591万円

● 第５次長期振興計画　住民意識調査　　　200万円

● 大城処理場・野方塩沢処理施設統合事業　4,191万円（下水道事業特別会計）

● 道路新設改良事業 7,829万円
 生活道路の新設改良

● 太陽光発電施設設置補助事業 200万円
 太陽光発電施設を設置した場合、　
 最大10万円の補助 ≪新規≫

● 防犯灯省エネ照明器具交換工事 2,233万円
 平成22年度からの継続事業

● 地域交通対策（スマイル交通等） 3,850万円

立科地域ブランド
・産業振興
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平成24年度の主な事業（一般会計　新規･重点事業掲載分は除く）

 
権現の湯運営費 8,617 万円
広報たてしな発行費 350 万円
がんばる地域応援事業 200 万円
地域情報通信事業 483 万円
 
 
重度心身障害者・家庭介護者慰労金支給事業 558 万円
統合保育所建設事業 2,662 万円
社会福祉協議会補助金 237 万円
敬老の日事業経費 176 万円
 
 
成人老人保健事業（各種検診、人間ドック補助他） 1,522 万円
母子保健事業費（妊婦・乳児健康診査他） 943 万円
一般廃棄物収集運搬事業費（川西保健衛生施設組合負担金除く） 1,139 万円
佐久医療センター事業費補助金（佐久広域連合負担金） 2,867 万円
 
 
中山間地域農業直接支払事業費 2,483 万円
土地改良事業補助金（県営ため池等整備事業他） 8,624 万円
有害鳥獣駆除対策事業費（有害鳥獣駆除対策協議会貸付金含む） 24,276 万円
森林整備費（松くい虫等防除・森林造成事業経費他） 3,932 万円
 
 
商工会補助金 805 万円
観光振興費（パンフレット・ＣＭ他） 1,397 万円
観光協会等補助金・各種事業負担金 931 万円
 
 
町道維持修繕工事費 1,600 万円
町道除雪経費（除雪委託料・凍結防止剤購入費） 960 万円
町営住宅維持管理費 162 万円
社会資本整備総合交付金事業（橋りょう修繕工事） 1,084 万円
 
 
消防施設整備事業費（消火栓新設・消防備品等） 797 万円
防犯灯電気料・地区防犯灯電気料補助 322 万円
 
 
図書購入（小学校・中学校・中央公民館） 280 万円
笠取峠のマツ並木樹勢回復事業 221 万円

新立科保育所イメージ

笠取峠のマツ並木樹勢回復事業

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費
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●健康を守るために 15,628円 ●高齢者や児童福祉等に 106,722円 ●教育や文化等の振興に 34,920円

●道路・河川・住宅環境に 85,073円 ●日常生活の環境整備に 25,262円 ●観光・商工業の振興に 33,036円

●農林業の振興に 24,620円 ●防災・救急のために 20,818円 ●一般行政経費に 138,306円

町民一人あたりの歳出（人口：7,845人　平成24年3月1日現在）

予算を.「家計」に例えると？
　立科町の1年間の収入と支出（一般会計予算額38億円）を年間の収支が500万円の家計に例えてみます。

食費（人件費） 100万円
医療費（扶助費） 40万円
ローン返済（公債費） 48万円

自治会費・習い事代（補助費等） 82万円
車や家の維持・修理代（維持補修費） 8万円
光熱水費・電話・消耗品（物件費） 72万円
子どもへの仕送り（操出金） 99万円
自動車購入費（建設事業費等） 29万円
貯金（積立金） 2万円
その他 20万円
合計 500万円

立科町の家計簿 （もし年間の収支が500万円の家計だったら）
支　　出

給料（町税） 106万円

諸手当（使用料等） 69万円

貯金の取崩し（繰入金） 7万円

親の収入（交付税・国県支出金） 294万円

銀行からの借り入れ（町債） 24万円

合計 500万円

収　　入

食費（人件費）・医療費（扶助費）・ロー
ン返済（公債費）は「義務的経費」呼ば
れています。これが多いと、家計にあまり
余裕がないことを意味します。
立科町の歳出総額に占める義務的経費の
割合は37.4％です。
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　行政活動における１年間の資金の収入と支出の流れを性質別に分けて表示したもので
す。行政にかかる純粋なコストが明らかになります。行政サービスの中には有形固定資
産の減価償却や退職手当引当金繰入等の実際の現金支出を伴わないコストも含まれます。

当期収支

　経常収支（下の２つに含まれないもの）

　公共資産整備収支（普通建設事業費・それに対する特定財源）

　投資･財務的収支 （貸付金や出資金などとそれに対する特定財源）

 （地方債元金償還金などとそれに対する特定財源）

192

1,569
△529
△848

356

548

内　訳

(

期首資金残高

期末資金残高

資金収支計算書

　年度末時点（３月31日）に行政サービス提供に利用する資産や売却可能な資産をどれ
だけ保有しているのかと、その資産をどのような財源で賄ってきたかを示したものです。

資 産 の 部 負 債 の 部

貸借対照表

・公共資産　　　　　17,465
  （道路・公共施設など）

・投資等　　　　　　 3,877
  （基金・出資金など）

・流動資産　　　　　 1,606
  （現金・未収金など）

　うち歳計現金　　　 548

・固定負債　　　　 　3,629
  （地方債・退職手当引当金など）

・流動負債　　　　　 　384
  （翌年度償還予定地方債など）　

純 資 産 の 部
（国・県支出金・一般財源の累計額）

負債合計 4,013

負債・純資産合計 22,948

純資産合計 18,935

資産合計 22,948

（単位：百万円）

（単位：百万円）

　１年間の行政活動のうち、福祉活動や教育といった資産形成につながらない行政サー
ビスにかかる経費と、その行政サービスの対価として直接得られた財源を対比させたも
のです。

●立科町の普通会計の範囲
　・一般会計
　・住宅改修資金貸付事業特別会計
　・白樺高原下水道事業特別会計
　・下水道事業特別会計（一部）
　・ハートフルケアたてしな事業会計（一部）

経常行政コスト（Ａ）

　　人にかかるコスト（職員の給料・退職手当など）

　　物にかかるコスト（光熱水費・修繕費・減価償却費など）

　　移転収支的なコスト（社会保障給付・各種団体への補助金など）

　　その他のコスト（地方債の利子など）

3,957

728
1,593
1,592
44

330

3,627

行政コスト計算書

（単位：百万円）

＜資産＞
行政サービス
提供に利用さ
れる財産

＜負債＞
将来世代の負担
で返済する責務

＜純資産＞
国・県の負担
や現世代まで
が既に負担し
た分

内　訳

経常収益（Ｂ）（手数料などの行政サービス提供の対価）

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ）

　貸借対照表の純資産の部について、１年間にどのように増減したかを示すものです。

期首純資産残高

純経常行政コスト

財源調達

期末純資産残高

18,517

△3,627

4,046

18,935

純資産変動計算書

（単位：百万円）

財務書類４表の公表について（平成22年度普通会計決算）

　平成22年度普通会計決算について、新地方公会計制度の総務省方式改訂モデルにより財務書類４表を作成しま
したので、概要をお知らせします。詳細はホームページで公表します。

　純経常行政コストを町税や補助金などで賄うことができたため、将来世代の負担が減少（純資産が増加）しまし
た。また、経常収支黒字分を公共インフラ整備やそのための借入金の返済に充て、さらに資金残高を増加するこ
とができました。引き続き健全財政の運営に努めます。

（注）表示単位で四捨五入等の端数処理をしているため、合計が一致しない箇所があります。
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　行政活動における１年間の資金の収入と支出の流れを性質別に分けて表示したもので
す。行政にかかる純粋なコストが明らかになります。行政サービスの中には有形固定資
産の減価償却や退職手当引当金繰入等の実際の現金支出を伴わないコストも含まれます。

当期収支

　経常収支（下の２つに含まれないもの）

　公共資産整備収支（普通建設事業費・それに対する特定財源）

　投資･財務的収支 （貸付金や出資金などとそれに対する特定財源）

 （地方債元金償還金などとそれに対する特定財源）

192

1,569
△529
△848

356

548

内　訳

(

期首資金残高

期末資金残高

資金収支計算書

　年度末時点（３月31日）に行政サービス提供に利用する資産や売却可能な資産をどれ
だけ保有しているのかと、その資産をどのような財源で賄ってきたかを示したものです。

資 産 の 部 負 債 の 部

貸借対照表

・公共資産　　　　　17,465
  （道路・公共施設など）

・投資等　　　　　　 3,877
  （基金・出資金など）

・流動資産　　　　　 1,606
  （現金・未収金など）

　うち歳計現金　　　 548

・固定負債　　　　 　3,629
  （地方債・退職手当引当金など）

・流動負債　　　　　 　384
  （翌年度償還予定地方債など）　

純 資 産 の 部
（国・県支出金・一般財源の累計額）

負債合計 4,013

負債・純資産合計 22,948

純資産合計 18,935

資産合計 22,948

（単位：百万円）

（単位：百万円）

　１年間の行政活動のうち、福祉活動や教育といった資産形成につながらない行政サー
ビスにかかる経費と、その行政サービスの対価として直接得られた財源を対比させたも
のです。

●立科町の普通会計の範囲
　・一般会計
　・住宅改修資金貸付事業特別会計
　・白樺高原下水道事業特別会計
　・下水道事業特別会計（一部）
　・ハートフルケアたてしな事業会計（一部）

経常行政コスト（Ａ）

　　人にかかるコスト（職員の給料・退職手当など）

　　物にかかるコスト（光熱水費・修繕費・減価償却費など）

　　移転収支的なコスト（社会保障給付・各種団体への補助金など）

　　その他のコスト（地方債の利子など）

3,957

728
1,593
1,592
44

330
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行政コスト計算書

（単位：百万円）
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行政サービス
提供に利用さ
れる財産

＜負債＞
将来世代の負担
で返済する責務

＜純資産＞
国・県の負担
や現世代まで
が既に負担し
た分

内　訳

経常収益（Ｂ）（手数料などの行政サービス提供の対価）

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ）

　貸借対照表の純資産の部について、１年間にどのように増減したかを示すものです。

期首純資産残高

純経常行政コスト

財源調達

期末純資産残高

18,517

△3,627

4,046
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純資産変動計算書

（単位：百万円）

普通会計財務書類４表
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番号 講　座　名 所要時間
の目安 担当係 番号 講　座　名 所要時間

の目安 担当係

1 議会とは 60分 議会事務局 24 生活改善の推進について 30分
社会教育課
社会教育

人権政策係
2 わが家の防災対策

～いざという時に～ 30分

総務課
庶務係

25 人権教育の推進 60分

3 わが家の防火
～自分の家は自分で守る～ 60分 26 男女共同参画社会実現に向けて 60分

4 応急手当の必要性
　～あなたにもできる応急手当～ 90分 27 白樺高原の観光　

～白樺高原観光実情～ 60分 観光課
観光係

5 防犯で安心のまちづくり 60分 28 はあとふる　ふれあい講座 4時間
ハートフル

ケア
たてしな

6 防犯ボランティアと護身術 60分 29 農地の売買、転用、貸し借りを
行う時に 30分

農林課
農林係

7
交通安全
～交通事故に

遭わない起こさないために～
30分 30 農業者年金は

あなたに有利な制度です 30分

8 町の予算 60分 総務課
財政係 31 将来の地域農業について 30分

9 町税について 60分 総務課
税務係 32 農産物の表示について 30分

10 悪質商法にあわないために 30分 町民課
住民係 33 農畜産物認証制度の活用について 30分

11 皆で支える介護保険 60分

町民課
福祉係

34 農業制度資金について 30分

12 高齢者医療制度について 30分 35 米づくりの本来あるべき姿の
実現に向けて 30分

13 地域をつくる福祉施策 40分 36 立科町農業の移り変わり 30分
14 障がい者支援について 40分 37 「グリーンツーリズム」について 30分

15 「健康な町づくりのために」 60分

町民課
環境保健係

38 間伐の推進について　
～松くい虫とは？～ 60分

16 「心豊かな生活のために」 60分 39 町の広報・広聴 30分

町づくり
推進課

町づくり
推進係

17 国民健康保険について 60分 40 情報公開と個人情報保護制度 30分

18 食育　親子でクッキング 60～90
分 41 町の商工業について 30分

19 ごみの分別について 60分 42 地域交通対策 30分

20 家庭の省エネ術 60分 43
「ふるさと　たてしな　座談会」
～町長と、語り合いで

まちづくり～
90分

21 生活習慣病予防
＜基本編＞＜食生活編＞＜運動編＞

60～90
分 44 ふれ愛と安心の町づくり 40分

社会福祉
協議会　22 社会体育施設について 30分 社会教育課

社会教育
人権政策係

45 社会福祉協議会って？ 40分

23 町の文化財について 60分 46 災害ボランティア訓練 60～90
分

町づくり推進係

立科町 　前講座出
〜 46講座をお気軽にご利用ください 〜

　この講座は、町民の皆さんのもとに町長や担当職員が出向き、町の事業や制度などのテーマについてお話を
させていただく講座です。
　身近な話題や町政に関することなど、皆さんの活動に役立つテーマを選び、お気軽にお申し込みください。

　　　　　　　　 町内に在住、在勤、在学するおおむね10名以上の集まりとします。（自治会、企業、サークル、学校、地域の団体など）

　　　　　　　　 平日の午前10時～午後9時までの間で、会場は町内に限ります。（休日の開催についても、ご相談に応じます。）

　　　　　　　　 無料です。（教材費が必要な場合もあります。）

　　　　　　　　　　　　　 「出前講座申込書」により申込みが必要になりますので、各講座担当係へお問い合わせください。

利用できる方
開催日時及び会場
費　　　　用
申込方法及び問い合わせ

出前講座メニュー一覧
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町
づ
く
り
推
進
係

交
付
金
の
対
象
と
な
る
事
業

1　
住
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
の
確
保
に
資

す
る
事
業　

2　
住
民
福
祉
、
住
民
支
え
合
い
事
業

3　
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
振
興
や
産

業
振
興
事
業

4　
地
域
住
民
が
触
れ
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
絆

交
流
事
業

5　
地
域
の
定
住
促
進
事
業

6　
美
し
い
地
域
づ
く
り
（
道
路
沿
線
の
植
栽

や
環
境
美
化
等
）
の
事
業

7　
地
域
の
担
い
手
・
人
材
を
育
成
す
る
事
業

8　
伝
統
・
文
化
を
継
承
す
る
事
業

9　
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
事
業

※
右
記
の
事
業
は
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　地域の活性化と協働のまちづくりを推進するため、
住民自らが創意工夫し、自主的で主体的な地域づくり活動を
応援する事業です。

1　
社
会
又
は
不
特
定
多
数
の
者
の
利
益
に
つ

な
が
る
も
の

2　
波
及
効
果
や
発
展
性
が
期
待
さ
れ
る
も
の

3　
計
画
や
費
用
が
実
現
可
能
で
関
係
者
の
合

意
形
成
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の

　
事
業
の
対
象
と
な
る
団
体

　
交
付
金
の
対
象
と
な
る
団
体
は
、
区
・
部
落

自
治
会
、
町
内
企
業
及
び
概
ね
町
民
10
名
以
上

で
構
成
さ
れ
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
で
す
。

交
付
率
及
び
限
度
額
等

　
同
一
事
業
に
対
し
、

●
１
年
か
ら
３
年
ま
で
は
対
象
経
費
の
１
０
０

分
の
75
以
内
、
７
万
５
千
円
が
上
限
。

●
４
年
か
ら
６
年
ま
で
は
対
象
経
費
の
１
０
０

分
の
50
以
内
、
５
万
円
が
上
限
。

平
成
24
年
度

立
科
町
が
ん
ば
る
地
域

応
援
事
業
交
付
金

事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

平成24年３月21日㈬～４月25日㈬

区・部落、町民10名以上の団体

募集期間

対象団体

　申請用紙及び詳しい概要は、町づくり推進課に用意してあります。
また、立科町のホームページからもダウンロードできます。
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福祉医療制度が拡充されました

結核検診を受けましょう！

　町では、子育て支援の充実のため、これまで中学
生までを対象としてきた制度区分「児童」の範囲を
拡充し、４月１日より高校生（満18歳に達する日
以降の最初の３月31日までの間にある子）までの
すべての児童を福祉医療制度の対象としました。
● 子どもの福祉医療

　今年で23回目を迎える「立科えんでこ」の企画
作成・運営に携わっていただける企画委員を、町民
の皆さんから募集いたします。
　今まで以上に、地域に根ざしたお祭りを創りあげ
るため、意欲ある方の参加をお待ちしております。

お問い合わせ・申込み先　
　　　　　　　　　　町民まつり実行委員会事務局

※対象者【既に他の資格区分で当該制度の認定を受
けている方を除き、拡充に伴い資格取得申請が必要
となる方（平成24年度高校２･３年生）】には３月
中に申請書類をお送りしております。

福祉医療制度……………………………………………
医療機関、薬局等の窓口で支払った医療費等（医療保険で
支払う自己負担分）について、町から福祉医療費給付金を
支給する制度です。

　結核は、現在でも多くの患者が発生している感染
症です。 
　65歳以上の方は、結核予防法で年に１回の検診
が義務付けられています。

　　　　　65歳以上の町民の方
　　　　　無　料
※胸部の病気で治療中の方、セキなどの症状がある

方は医療機関の受診をお勧めします。
※対象以外の方も受診できます。（検診費用900円

が必要となります。）直接会場にお越し下さい。
　　　　　　　
・当日は、４月上旬に郵送されます「結核検診票」

をご持参下さい。
・撮影時は薄い肌着１枚程度でお願いします。ボタ

ン･湿布・ネックレス等ははずしてください。  
   

４月27日㈮・５月１日㈫・５月２日㈬

　詳細は「結核検診票」・又は広報３月号でご確認
ください。 

区　　分 所得制限（要件）
継続 乳幼児（出生から就学前まで） な　　し

拡充

児　童（小学校就学から
中学校修了まで）
⬇

児　童（小学校就学から
高等学校修了まで）

な　　し

福祉係

電話申込期間：４月２日㈪～４月20日㈮

募集期限：４月25日㈬まで

「町民まつり」の企画委員を募集します

電話受付時間：午前８時30分～午後５時まで　
連絡先　　　：役場　町民課環境保健係
　　　　　　　TEL. 56−2311（有線2311）

＊先着180人（1日90人ずつ）で締め切りとさせて
いただきます。

＊希望日があればどちらの日かご指定下さい。

◆ 検 診 日　５月14日㈪・５月15日㈫
◆ 対 象 者　40歳以上の女性
　　　　　 　（平成24年度に偶数年齢になる方）
◆ 受付時間　８時45分～14時　（予約制）
◆ 料　　金　2,000円
◆ 検診内容　乳房レントゲン撮影　２方向
◆ 検診会場　保健センター

環境保健係環境保健係

町づくり推進係

4月2日より
マンモグラフィ検診電話申込を

開始します

町民まつり「立科えんでこ」
８月４日�に開催 !!

対象者
料　金

受診時の注意

日　程
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後期高齢者医療保険料が変わります

低所得者に対する保険料の軽減

　後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などの推計を基に２年ごとに見直しされるこ
とになっています。平成24・25年度の保険料率は、平成22・23年度と比べ医療費などの増加が見込まれ
ることから、次のように改定されます。
　この改定は、後期高齢者医療制度の財政を安定的に運営するためのものですので、皆さんのご理解ご協
力をお願いします。

● 均等割額の軽減

●所得割額の軽減
　被保険者の前年の総所得金額から基礎控除（33万円）を引いた額が58万円以下（年金収入で211万円
以下）の方は、所得割額が5割軽減されます。
●被扶養者の軽減
　後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は対象外です）の被扶養者であっ
た被保険者については、所得割額がかからず均等割額が９割軽減となります。
※ 保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等の合計額 軽減割合 軽減後の均等割額
総所得金額

33万円
以下の場合

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下で、
その他の所得が０円の場合 ９割軽減 3,823円／年

総所得金額が33万円を超えない世帯 8.5割軽減 5,735円／年
「総所得金額33万円＋24万5千円×被保険者数
（世帯主である被保険者を除く。）」以下の場合 ５割軽減 19,119円／年

「総所得金額33万円＋35万円×被保険者数」以下の場合 ２割軽減 30,591円／年

改 定 後 改 定 前
均等割額 38,239円 36,225円
所得割額 7.29% 6.89%
限 度 額 550,000円 500,000円

　
現
在
、
休
日
や
夜
間
に
、
軽
症
の
患
者
さ
ん
の
救

急
医
療
へ
の
受
診
が
増
え
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
の

患
者
さ
ん
の
治
療
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
方
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
医
療
機
関
の
受
診
や
薬
局
で
の
調
剤
の
際
に
は
、

以
下
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
休
日
や
夜
間
に
、
救
急
医
療
機
関
を
受
診
し
よ
う

と
す
る
際
に
は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

は
、
控
え
ま
し
ょ
う
。
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に

よ
り
、
か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う

心
配
が
あ
り
ま
す
。

●
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
は
、
先

発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能
効
果
を
持
ち
、
費
用
も

安
く
す
み
ま
す
。「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
相
談

カ
ー
ド
」
を
医
療
機
関
や
薬
局
に
提
示
し
、
利
用

に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

医療費の増加は保険料負担増につながります。
医療費適正化に向け、下記事項を心がけましょう。

医
療
機
関
に
お
け
る

適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

長野県後期高齢者医療広域連合　電話 ０２６－２２９－５３２０
〒380-0935 長野市大字中御所79－5  NOSAI長野会館２階　または福祉係お問い合わせ先
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平成23年度
耕作放棄地全体調査（利用状況調査）の
結果をお知らせします 農家　　の窓

農業委員
会だより

● 転用許可後の地目変更登記をお忘れなく ●

　農業委員会では、農地の確保や有効利用に係る取組の一環として、町内全域において農業委員による耕作放棄地全
体調査（利用状況調査）を実施しました。
　この度、調査の集計が完了しましたので集計結果をお知らせします。
　農業委員会、農林課では、㈱立科町農業振興公社等と連携しながら、耕作放棄地の解消に努めて参りますので、ご
協力よろしくお願いします。

　毎年、約400件の農作業死亡事故が発生し続けている状況を踏まえ、農林水産省では、事故が多発する春作業
の３月～５月を農作業安全対策の重点期間として、「春の農作業安全確認運動」を展開しています。
　事故が起きないようにするためには、１人ひとりが身の回りの危険を予め知り、安全確認することが大切です。
　日頃の作業内容を点検・確認し、改善することで事故防止に努めましょう。

● 危険性の高い機械作業や危険箇所を把握する。
● 飲酒後は機械作業や高所作業は行わない。
● 作業は計画的に行い、10時と15時に休憩する。
● 機械に巻き込まれない適切な服装で作業する。
　 （作業に応じ、保護メガネ、マスク、耳栓、ヘルメット、手袋等を着用）
● 路肩が分かるように、草刈りをしたり、目印を立てる。
● 危険箇所に目印を設置する。
● シーズン前に、機械の取扱説明書を読み、使用方法や安全装置等を改めて確認する。

　平成23年１月から12月までの間に賃貸借契約が締結された農地の賃貸料情報です。
　賃貸借契約を締結する際の目安にして下さい。

※ 農地面積は平成23年12月31日現在の数値。
※ 樹園地は畑に含みます。

立　科　町　農　地 うち耕作放棄地

地　目 田 畑 計 田 畑 計 荒廃率

農地全体 819 746 1,565 46 319 365 23.3％

田（10アール単価） 畑（10アール単価）

平均額 10,300円
最高額 18,000円
最低額 3,000円

平均額 4,500円
最高額 9,700円
最低額 1,000円

農地賃貸料情報

農作業安全に取り組み事故を未然に防ぎましょう

取組例

単位：ha

農業委員会事務局お問い合わせ先
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少
し
前
ま
で
、
冬
の
晴
れ
た
南
の
夜

空
に
青
白
く
輝
く
星
が
見
え
ま
し
た
。

　
夜
空
に
見
え
る
星
の
中
で
太
陽
の
次

に
最
も
明
る
い
恒
星
の
シ
リ
ウ
ス
で
冬

の
星
座
お
お
い
ぬ
座
の
星
で
す
。
シ
リ

ウ
ス
と
い
う
名
前
は
焼
き
焦
が
す
も
の

と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
名
前
が
つ
い
た
頃
は
夏
に
は
日
の
出
の
直
前

に
東
の
空
か
ら
昇
っ
て
お
り
、
夏
の
焼
け
付
く

よ
う
な
暑
い
季
節
は
シ
リ
ウ
ス
と
太
陽
が
一
緒

に
現
れ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
明
る
く
見
え
る
理
由
は
他
の
星
に
比
べ
て
近

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
シ
リ
ウ
ス
自
体
の
明

る
さ
は
太
陽
の
26
倍
で
す
。
地
球
か
ら
の
距
離

は
8.6
光
年
。
光
の
ス
ピ
ー
ド
で
8.6
年
。
太
陽
ま

で
は
光
の
ス
ピ
ー
ド
で
８
分
20
秒
で
す
。

　
今
年
は
そ
の
太
陽
の
不
思
議
な
姿
が
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
5
月
21
日
の
朝
、
地
球
と
太

陽
の
間
に
月
が
入
る
金
環
日
食
が
見
ら
れ
ま
す
。

完
全
に
隠
れ
て
し
ま
う
皆
既
日
食
と
違
い
、
太

陽
が
リ
ン
グ
上
に
見
え
る
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

日
食
は
朝
6
時
30
分
頃
か
ら
9
時
頃
ま
で
と
長

い
時
間
観
測
で
き
ま
す
。

　
そ
の
昔
、
天
照
大
神
が
天
岩
戸
に
隠
れ
て
世

の
中
が
闇
に
な
る
と
い
う
話
は
、
日
食
を
表
し

た
も
の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
次
に

日
本
で
見
ら
れ
る
金
環
日
食
は
２
０
３
０
年
だ

そ
う
で
す
。
大
自
然
の
神
秘
を
感
じ
ら
れ
る
瞬

間
で
す
。�

Ｔ
・
Ｔ

第52号
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立
科
町
に
年
間
３
０
０
０
人
程
の
小
・
中
・

高
校
生
が
来
訪
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ユ
ー
ユ
ー

た
て
し
な
」
の
事
業
の
一
つ
に
「
ほ
っ
と
ス
テ

イ
た
て
し
な
」
が
あ
り
ま
す
。
あ
り
の
ま
ま
の

農
村
生
活
を
共
に
過
ご
す
中
で
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
や
人
・
自
然
・
食
・
農
の
大
切
さ
を

教
え
る
と
い
う
交
流
事
業
で
す
。
都
会
の
生
徒

た
ち
に
は
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
受
入
家
庭
の
数
の
分
だ
け

様
々
な
ド
ラ
マ
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
に
は
、
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
、
そ

し
て
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
館
報
で
は
、
こ
の
ほ
っ
と

ス
テ
イ
た
て
し
な
の
受
入
家
庭
と
し
て
携
わ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
地
域
で
の

更
な
る
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 ほ

ス

イ

っ

テ

て

と

た

し
な

　
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
心
の
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
帰
り
農
村
体
験

他
で
取
り
組
ん
で
い
る
収
穫
体
験
と
は
全
く
違

う
、
日
常
の
人
々
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
『
日
帰
り
農
村
体
験
』
で
あ
る
。
特
に
、
感

性
教
育
授
業
の
一
環
に
も
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
「
入
村
心
得
26
ヶ
条
」

が
あ
る
。
生
徒
達
は
そ
の
心
得
を
予
習
し
、
実

際
に
行
動
出
来
る
か
が
試
さ
れ
る
。
受
け
入
れ

家
庭
側
で
は
、
挨
拶
や
生
活
態
度
を
採
点
し
て
、

学
校
に
報
告
す
る
仕
組
み
に
成
っ
て
い
る
。

　
当
、
協
議
会
の
事
業
目
的
は
「
観
光
と
農

業
」
を
い
か
に
融
合
さ
せ
て
、
宿
泊
は
「
高

原
」
で
、
体
験
は
「
里
」
で
!!
子
ど
も
達
が
、

こ
の
体
験
学
習
を
通
し
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」

と
し
て
「
た
て
し
な
」
が
心
に
残
る
思
い
で
の

地
と
な
り
、
将
来
再
び
家
族
で
訪
れ
て
く
れ
る

事
、
更
に
願
う
の
は
、
い
つ
か
こ
の
地
に
永
住

し
て
く
れ
た
ら
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
た
の
は
、

私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
何
と
言
っ
て

も
こ
の
事
業
の
「
要
」
は
「
受
け
入
れ
家
庭
」

や
「
ス
タ
ッ
フ
」
そ
し
て｢
商
工
会
事
務
局
」

『
ほ
っ
と
ス
テ
イ
』
と
の
出
会
い
！

�
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ユ
ー
ユ
ー
た
て
し
な

�

初
代
会
長　
長
岡　
義
明

　
平
成
18
年
度
、
町
商
工
会
が
異
業
種
の
皆
さ

ん
を
巻
き
込
ん
だ
「
こ
の
街
に
、
一
人
で
も
多

く
の
交
流
人
口
を
増
や
し
た
い
」
こ
ん
な
思
い

が
目
的
で
、
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
訳
だ
っ
た

が
、
色
々
な
事
業
を
模
索
し
て
い
る
さ
な
か
、

目
的
も
理
念
も
非
常
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
た

『
ほ
っ
と
ス
テ
イ
』
事
業
に
出
会
っ
た
！
正
に

“
目
に
鱗
”
だ
っ
た
。
当
時
、
既
に
多
く
の
実

績
を
上
げ
て
い
た
旧
小
県
郡
武
石
村
で
は
、
独

自
の
仕
組
を
考
案
、
特
に
都
市
部
の
中
学
校
の

生
徒
を
対
象
に
修
学
旅
行
や
学
習
旅
行
形
式
で
、

昔
な
が
ら
の
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
「
思
い
出
の

里
」
創
り
を
身
近
に
あ
る
自
然
や
農
村
で
、
ご

く
普
通
の
家
庭
の
営
み
を
体
験
学
習
す
る
事
業

で
あ
っ
た
。

　
何
が
本
物
で
、
何
が
不
自
然
か
を
学
び
取
る
。

の
三
位
一
体
の
連
携
プ
レ
ー
が
全
て
だ
と
思
う
。

　
今
年
で
7
年
目
を
迎
え
、
昨
年
度
受
け
入
れ

た
生
徒
数
３
０
０
０
名
を
超
え
る
実
績
を
上
げ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
事
業
が
交
流
人

口
を
増
や
し
、
街
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
存
在

に
な
っ
て
欲
し
い
。
今
後
更
な
る
発
展
を
願
う

次
第
で
す
。

居間で午後の反省会（蓼科の御泉水を飲みながら）



19 館 報 立 科  2012年４月

ほ
っ
と
ス
テ
イ
た
て
し
な
で
の
出
会
い

�

牛
鹿　
両
角
正
彦

　
“
ほ
っ
と
ス
テ
イ
た
て
し
な
”
事
業
で
こ
れ

ま
で
我
が
家
に
訪
れ
て
く
れ
た
の
は
、
多
く
は

都
会
地
の
中
学
校
生
徒
で
す
が
小
学
校
や
高
等

学
校
の
生
徒
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国

（
大
陸
、
台
湾
）
か
ら
修
学
旅
行
の
高
校
生
な

ど
の
来
訪
も
あ
り
ま
し
た
。
訪
れ
る
名
目
は
農

村
体
験
、
移
動
教
室
、
林
間
学
習
、
修
学
旅
行

等
い
ろ
い
ろ
で
す
。

　
私
ど
も
が
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

は
、
ほ
っ
と
ス
テ
イ
た
て
し
な
の
ス
タ
ッ
フ
の

一
人
で
以
前
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
い

て
、
彼
か
ら
「
協
力
し
ろ
よ
…
」
と
言
わ
れ
、

断
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
し
た
。
我

が
家
に
も
同
年
代
の
子
ど
も
が
２
人
い
ま
す
。

田
舎
の
中
学
生
が
都
会
地
の
生
の
中
学
生
を
見

聞
き
出
来
る
の
も
面
白
か
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
無
責
任
な
引
き
受
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
は
、
研
修
生
？
が
到
着
。

家
に
案
内
し
て
は
じ
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
自

己
紹
介
を
兼
ね
て
我
が
家
の
農
村
的
生
活
状
況

の
話
。
事
前
学
習
で
描
い
て
い
た
農
村
の
イ

メ
ー
ジ
と
バ
ス
か
ら
降
り
て
肌
で
感
じ
た
今
の

相
違
を
確
認
し
て
も
ら
う
。
当
日
の
体
験
項
目

や
関
係
あ
る
こ
と
の
説
明
を
し
ま
す
。
私
は
わ

ず
か
な
米
と
果
樹
（
リ
ン
ゴ
）
仕
事
、
趣
味
的

に
は
味
噌
作
り
く
ら
い
し
か
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
来
訪
者
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
田
植
え
の
見
学
、

リ
ン
ゴ
の
摘
果
や
葉
摘
み
、
豆
蒔
き
、
味
噌
の

仕
込
み
等
で
す
。

　
現
在
、
田
植
え
は
機
械
で
行
い
苗
を
手
で
植

え
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
こ
と
を
話
し
ま
す
。
摘

果
や
葉
摘
み
は
機
械
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
終
わ
り
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
事
前
学
習
と

到
着
直
後
と
短
時
間
で
も
体
験
し
た
農
村
的
生

活
の
感
じ
の
相
違
を
記
憶
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
ん
な
言

い
訳
を
毎
度
し
て
い
ま
す
。
私
は
専
業
農
家
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
専
業
農
家
で
独
り
で
仕

事
を
し
て
い
る
と
す
れ
ば
皆
さ
ん
と
付
き
合
っ

て
い
る
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
、

本
当
の
農
業
は
も
っ
と
き
び
し
い
も
の
で
す
。

　
趣
味
の
園
芸
や
観
光
農
園
で
も
い
い
の
で
す

が
、
専
業
農
家
で
生
活
で
き
る
農
村
で
あ
り
た

い
で
す
。
と
。

　
“
ほ
っ
と
ス
テ
イ
た
て
し
な
”
で
私
が
体
験

し
た
こ
と
は
下
手
な
作
文
で
は
と
て
も
表
現
で

き
ま
せ
ん
。
体
験
学
習
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
は
逆
に
こ
ち
ら
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ほっとステイたてしな
生徒たちは、農村生活の体験から自然との出会い、人と人とのふれあいを経験し、
たくましく成長していきます。そんな手助けが少しでも出来ればと受入家庭のみ
なさんは、四季折々の“たてしな”の良さを伝えています。
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ほ
っ
と
ス
テ
イ
体
験
記

　“
受
け
入
れ
て
よ
か
っ
た
”

�

赤
沢　
遠
山
義
人

　
第
一
回
目
初
日
、
大
型
バ
ス
が
集
落
に
入
っ

て
く
る
。
予
定
さ
れ
た
時
間
は
正
確
だ
。「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
の
ガ
イ
ド
さ
ん

に
続
き
生
徒
さ
ん
が
降
り
て
く
る
。「
今
日
お

世
話
に
な
る
遠
山
さ
ん
で
す
。
ご
挨
拶
し
て
下

さ
い
」
と
ユ
ー
ユ
ー
立
科
ス
タ
ッ
フ
か
ら
声
が

掛
か
る
。
お
互
い
挨
拶
を
交
わ
す
と
バ
ス
は
次

の
受
け
入
れ
先
に
進
ん
で
い
く
。
ほ
っ
と
ス
テ

イ
日
帰
り
農
村
体
験
受
け
入
れ
の
初
ス
タ
ー
ト

だ
。
自
宅
に
案
内
し
、「
今
日
一
日
皆
さ
ん
の

部
屋
、
ト
イ
レ
は
こ
こ
で
す
」
荷
物
を
置
き
、

自
己
紹
介
を
す
る
。
事
前
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が

送
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
趣

味
等
の
話
し
を
加
え
、
生
徒
の
気
持
ち
を
和
ら

げ
る
。
農
業
体
験
の
メ
ニ
ュ
ー
は
受
け
入
れ
家

庭
に
任
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
時
に
行
っ
て
い
る

作
業
を
一
緒
に
や
る
。
田
畔
の
枯
れ
草
を
集
め

た
り
、
玉
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
掘
り
を
し
た
り
、

ボ
カ
シ
堆
肥
を
し
た
り
、
草
む
し
り
等
と
何
で

も
や
っ
て
も
ら
う
。
生
徒
は
初
め
て
の
事
ば
か

り
、
ぬ
か
る
み
に
入
っ
て
靴
を
汚
し
、
め
ず
ら

し
い
蛙
を
追
い
か
け
、
何
十
匹
も
み
ん
な
で
つ

か
ま
え
る
。「
気
を
つ
け
ろ
ヨ
！
」
自
分
の
子

ど
も
の
よ
う
に
「
ダ
メ
ッ
！
」
い
つ
し
か
怒
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
自
分
も
こ
の
年
齢
に
な

る
と
孫
が
増
え
た
様
で
張
り
も
出
る
。
受
け
入

れ
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
が
ほ
っ
と
ス
テ
ィ
だ
。

暑
い
青
空
の
下
で
汗
を
ぬ
ぐ
い
持
参
の
お
弁
当

を
ひ
ら
き
立
科
で
の
す
が
す
が
し
い
自
然
を
生

徒
全
員
で
喜
び
合
う
。
自
家
用
の
ジ
ャ
ガ
芋
、

え
ん
ど
う
の
味
噌
汁
と
漬
物
で
昼
食
。
家
族
と

一
緒
に
、
又
、
妻
の
採
っ
た
イ
ナ
ゴ
の
煮
付
け
。

皆
ん
な
バ
ッ
タ
と
叫
ん
で
食
さ
な
い
。
無
理
に

親
か
ら
聞
い
た
タ
ン
パ
ク
源
の
話
し
で
目
を
閉

じ
て
食
さ
せ
う
ま
い
と
い
う
ま
で
勧
め
る
。
又
、

後
日
イ
ナ
ゴ
の
絵
を
描
き
、
貴
重
な
体
験
で
食

べ
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
の

色
紙
の
寄
せ
書
き
も
送
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
都
市
と
農
村
の
交

流
は
決
し
て
性
急
に
形
は
見
え
な
い
も
の
。

“
い
つ
の
日
か
立
科
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
思
い
出
し
訪
ね
て
く
れ
れ
ば
い
い

な
あ
”
そ
ん
な
玉
手
箱
の
よ
う
な
仕
事
だ
。

ほ
っ
と
ス
テ
イ
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

�

茂
田
井　
伊
藤　
花
江

　
昨
年
、
初
め
て
ほ
っ
と
ス
テ
イ
に
挑
戦
し
て

み
ま
し
た
。
以
前
、
蓼
科
の
夏
期
林
間
学
校
の

健
康
管
理
に
十
数
年
勤
務
し
た
事
が
あ
っ
た
の

で
生
徒
と
の
付
き
合
い
も
少
し
は
理
解
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
で
も
高
齢
の
為
物
忘

れ
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
ほ
っ
と
ス
テ
イ
の
当
日
も
自
分
の
昼
食
の
釜

の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
忘
れ
て
い
て
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
私
達
の
お
握
り
を
一
緒
に
食
べ
て
」
と

優
し
く
言
っ
て
く
れ
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
い

し
く
頂
く
。
又
、
緊
急
の
場
合
の
携
帯
電
話
を

置
き
忘
れ
て
、
東
京
の
息
子
に
電
話
し
て
音
で

知
ら
せ
て
も
ら
う
様
教
え
ら
れ
た
り
「
心
配
か

け
て
ご
め
ん
ね
」
と
謝
れ
ば
「
家
の
お
か
あ
さ

ん
も
そ
う
だ
か
ら
心
配
し
な
い
で
」「
お
か
あ

さ
ん
何
歳
」「
42
歳
」
あ
あ
、
私
の
半
分
よ
り

若
い
と
？
一
寸
安
心
。

　
畑
の
往
復
に
生
徒
は
足
が
速
く
一
緒
に
歩
け

な
い
。
手
を
引
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
。
で
も

口
だ
け
は
達
者
。
空
腹
に
勝
る
調
味
料
は
無
い

と
言
う
か
ら
お
腹
を
空
か
し
て
食
事
に
し
よ
う

と
か
。
モ
ロ
コ
シ
は
塩
を
つ
け
て
食
べ
る
の
が

一
番
。
ナ
ス
の
鉄
火
味
噌
は
最
高
と
か
食
後
の

片
付
け
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
嬉
し
い
と
か
言
っ

て
。
で
も
本
当
に
良
く
日
中
の
六
時
間
程
の
体

験
も
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
、
枝
豆
採
り
、
サ

ツ
マ
イ
モ
掘
り
、
玉
葱
の
収
穫
な
ど
汗
を
流
し

て
く
れ
た
。

　
又
、
或
る
日
は
午
前
中
暑
い
の
に
一
生
懸
命

働
い
て
く
れ
た
の
で
午
後
は
家
の
中
で
楽
し
く

百
人
一
首
取
り
。
又
、
坊
主
め
く
り
な
ど
と
私

自
身
も
つ
か
れ
て
一
緒
に
過
ご
す
事
も
あ
り
。

又
、
戦
時
中
の
苦
し
い
想
い
出
、
食
事
な
ど
今

と
は
比
べ
ら
れ
な
い
貧
し
さ
な
ど
。
バ
ス
の
時

間
も
ぎ
り
ぎ
り
。
私
も
若
い
生
徒
と
の
一
日
に

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
明
日
へ
の
力
と
な
っ
た
想
い
。

　
帰
り
の
車
窓
か
ら
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で

手
を
振
る
生
徒
達
の
一
生
の
想
い
出
に
な
る
事

を
願
っ
て
自
己
満
足
し
て
い
る
私
で
す
。

千葉県蘇我中学校の生徒とともに

生徒から貴重な経験がで
きましたとお礼の色紙が
届きました
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ほ
っ
と
ス
テ
イ
た
て
し
な
に
参
加
し
て

�

西
塩
沢　
村
田
美
子

　
“
ほ
っ
と
ス
テ
イ
た
て
し
な
”
に
参
加
し
て
、

今
年
で
６
年
目
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
６
年
間
で
３
０
０
人
余
り
の
日
帰
り
と
、
中

国
・
台
湾
の
中
学
生
を
四
回
で
18
人
が
一
泊
し

ま
し
た
。“
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ユ
ー
ユ
ー
た

て
し
な
”
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
、
ど
ん
な
事

を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
生
徒
さ
ん
と
ど
の
様
に

接
し
た
ら
よ
い
の
か
最
初
は
不
安
ば
か
り
で
し

た
。「
自
分
の
出
来
る
事
で
、
出
来
る
範
囲
で

や
れ
ば
い
い
」
と
言
わ
れ
て
始
め
て
み
ま
し
た
。

学
校
よ
り
事
前
に
、
受
け
入
れ
家
庭
に
生
徒
の

名
前
、
顔
写
真
、
質
問
事
項
、
訪
問
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
概
ね
午
前
十
時
前

後
に
指
定
さ
れ
た
バ
ス
の
送
迎
場
所
ま
で
迎
え

に
行
き
、
今
日
は
ど
の
よ
う
な
生
徒
な
の
か
、

ど
ん
な
家
庭
な
の
か
、
私
も
、
生
徒
さ
ん
達
も

不
安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
家
に
受
け
入
れ
居
間
で
、
手
製
の

ア
ラ
レ
（
餅
を
サ
イ
コ
ロ
状
に
切
っ
て
乾
燥
し

油
で
揚
げ
砂
糖
醤
油
で
味
付
す
る
）
を
オ
リ
ジ

ナ
ル
茶
菓
子
と
し
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
自
己

紹
介
を
は
じ
め
と
し
、
話
が
弾
み
だ
ん
だ
ん
お

互
い
に
気
持
ち
が
解
れ
て
、
農
家
の
生
活
な
ど

分
か
ら
な
い
こ
と
を
聞
い
た
り
、
今
日
は
み
ん

な
で
何
を
す
る
の
か
、
我
が
家
で
今
ど
ん
な
野

菜
な
ど
作
付
け
て
い
る
の
か
な
ど
、
実
際
に
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
や
ト
マ
ト
・
き
ゅ
う
り
な
ど
を
も

ぎ
取
っ
て
食
べ
た
り
、
野
菜
や
果
物
が
ど
の
よ

う
に
育
つ
の
か
、
長
野
県
は
果
物
の
南
限
・
北

限
に
位
置
し
多
く
の
種
類
の
果
物
が
栽
培
さ
れ

て
い
る
、
味
は
日
本
で
一
番
で
あ
り
、
朝
採
り

野
菜
は
何
故
美
味
し
い
の
か
、
果
物
は
収
穫
時

期
が
来
る
と
何
故
赤
や
黄
色
に
色
つ
く
の
か
、

ス
イ
カ
は
果
物
屋
さ
ん
で
売
っ
て
い
る
が
本
当

に
果
物
？
そ
れ
と
も
野
菜
？
な
ど
、
子
ど
も
達

と
色
々
話
し
て
い
る
う
ち
に
今
日
初
め
て
会
っ

た
生
徒
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
気
持
ち
が
乗
っ
て

来
て
、
話
題
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
飛
び
な
が
ら

あ
っ
と
い
う
間
に
お
昼
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
お
昼
は
子
ど
も
達
が
持
っ
て
く
る
お
弁
当
は

冷
た
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
お
味
噌
汁
を
出
し

た
り
、
取
り
立
て
の
キ
ュ
ウ
リ
に
生
味
噌
を
つ

け
て
食
べ
さ
せ
た
り
、
ト
マ
ト
を
食
べ
て
い
る

と
「
美
味
し
い
・
都
会
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
味

だ
、
嫌
い
だ
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
が
食
べ

ら
れ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
普

段
は
何
も
感
じ
な
い
程
度
の
事
に
と
て
も
大
き

く
感
動
し
て
く
れ
ま
す
。
田
ん
ぼ
や
畑
で
カ
エ

ル
・
ト
ン
ボ
・
虫
な
ど
に
驚
い
た
り
、
喜
ん
だ

り
、
葦
の
葉
の
草
笛
・
藁
縄
な
い
・
竹
馬
・
ク

ロ
ー
バ
ー
の
花
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
や
冠
り
作
り
は

子
ど
も
達
が
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
又
、

し
そ
ジ
ュ
ー
ス
や
ア
ラ
レ
は
子
ど
も
達
に
人
気
、

こ
ん
な
事
で
喜
ん
で
く
れ
る
都
会
の
子
ど
も
達

が
自
然
に
触
れ
合
い
、
喜
ん
で
帰
る
こ
と
が
出

来
、
又
立
科
町
に
再
び
遊
び
に
来
て
く
れ
る
事

を
願
い
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い

ま
す
。
又
、
中
国
や
台
湾
の
子
ど
も
達
は
日
本

語
や
英
語
の
堪
能
な
子
が
多
い
よ
う
な
気
が
し

て
驚
い
て
い
ま
す
、
外
国
か
ら
来
る
人
々
に
、

日
本
の
文
化
、
日
本
食
に
少
し
で
も
触
れ
あ
え

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
か
と
思
い
、
再
び
日

本
が
好
き
に
な
り
来
日
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
ほ
っ
と
ス
テ
イ
は
私
自
身
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
や
勇
気
づ
け
ら
れ
る
源
と
も
思
い
ま

す
。
自
身
の
体
が
ほ
っ
と
ス
テ
イ
に
つ
い
て
行

か
れ
る
限
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
は
僅
か
６
～
７
時
間
の
ふ
れ
あ
い
で
す

が
、
お
別
れ
す
る
時
に
お
互
い
に
涙
が
出
そ
う

な
、
一
瞬
沈
黙
の
時
間
と
“
シ
ュ
ン
ト
”
と
な

る
様
な
、
そ
ん
な
関
係
が
出
来
る
一
日
の
出
会

い
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

村田さんと一緒に、巻き寿司に挑戦しました

公民館は、社会教育施設です。
社会教育（学習・文化・スポーツ・健康づくり・福祉・地域づくり）を目的とした活動を行う、住民に
よる自主的なグループが公民館施設を利用することができます。
営利事業、政治活動、宗教活動は、法に基づき施設を利用することができません。
グループ活動を始めたり、学習会等を行うために会場を借りたい方は、お気軽に公民館までご相談ください。

　電話 ５６－２３１１　有線 ４０００

公民館の利用について
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平成24年度
成人式実行委員募集
～自分たちの手で成人式を創ろう!!～
　立科町が開催する成人式は、新成人自ら
の手によってアトラクションの企画・運営
を行う実行委員会形式で行う予定です。成
人式を思い出に残る素晴らしい式にするた
めに実行委員を募集します。
◆対 象 者　平成４年４月２日～
　　　　　　平成５年４月１日生まれの方
◆募集人数　５～７名程度
◆応募締切　５月25日（金）
◆応募方法　電話、メールのいずれかの方
法で中央公民館まで。教育委員会窓口へお
越しいただいても結構です。
住所・氏名・電話番号・生年月日をお知ら
せ下さい。
お問合せ先
立科町中央公民館　56－2311
E-mail　kouminkan@town.tateshina.jp

第38回 芸能グループ発表会

第46回 囲碁将棋大会

　
芸
能
グ
ル
ー
プ
発
表
会
が
、
３
月
４
日
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
の
芸
能
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
立
科
町
保
育
園
年
中
児
、
立
科
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
御
泉

水
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
計
14
団
体
の
皆
さ
ん
に
ご
出
演
を
い
た
だ
き
、
開
催
で
き
ま

し
た
。
出
演
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
発
表

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
種
多
彩
な
出
演
者
の
顔
ぶ
れ
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
46
回
目
を
迎
え
た
囲
碁
将
棋
大
会
が
、
２
月
４
日
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

一
般
の
囲
碁
の
部
に
は
、
９
名
、
将
棋
の
部
に
は
８
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
将
棋
の
部
に
８
名
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
し
た
大
人
の
皆
さ
ん
に
指

導
を
受
け
た
り
と
将
棋
に
親
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
将
棋
の
部
【
一
般
】

　
優　
勝　
　
保
科　
政
雄
さ
ん

　
準
優
勝　
　
高
木　
善
平
さ
ん

　
三　
位　
　
関　
　
正
宏
さ
ん

◆
囲
碁
の
部
【
一
般
】

　
優　
勝　
　
片
山　
英
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
４
連
覇
）

　
準
優
勝　
　
伊
藤　
章
さ
ん

　
三　
位　
　
高
橋　
義
忠
さ
ん

◆
将
棋
の
部
【
小
学
生
】

　
優　
勝　
　
山
㟢　
琉
翠
く
ん

　
準
優
勝　
　
飯
島　
龍
く
ん

　
三　
位　
　
宮
澤　
将
太
郎
く
ん

き
さ
ら
ぎ
の
ツ
ラ
ラ
は
日
毎
伸
び
て
い
て
陽
に
煌
き
ぬ
す
だ
れ
と
な
り
て�

大
沢　
　

丸

君
子
蘭
の
つ
ぼ
み
ほ
の
か
に
紅
を
さ
す
寒
の
戻
り
の
と
ま
ど
い
の
な
か�

後
藤
せ
い
子

暫
く
は
小
鳥
よ
「
来
な
い
で
」
鈴
成
り
の
ウ
メ
モ
ド
キ
の
朱
実
松
に
映
え�

岩
下　

友
子

無
病
息
災
祈
る
か
た
は
ら
震
災
復
興
の
願
い
も
込
め
て
ド
ン
ド
焼
き
す
る�

中
村　

雅
法

土笛立科短歌会

歌 壇
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図書室だより図書室だより 新刊紹介新刊紹介 お願いお願い
返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

小説
道化師の蝶（第146回芥川賞受賞作）� 円城　塔
共喰い（第146回芥川賞受賞作）� 田中　慎弥
文明の子� 太田　光

社会・生活
野菜・酪農の専門書が入りました！
地域食材大百科　第１巻　穀類、いも、豆類、種実
� 農山漁村文化協会
地域食材大百科　第２巻　野菜� 農山漁村文化協会
草地・飼料作物大辞典� 農山漁村文化協会
酪農大事典� 農山漁村文化協会

絵本・児童書
マジックツリーハウス　1～31巻
� メアリー・ポープ・オズボーン
若おかみは小学生！　1～16巻� 令丈　ヒロ子
みてよ　ぴかぴかランドセル� あまん　きみこ
さかさのこもりくんシリーズ� あきやまただし

私と お知らせ

寄贈者（順不同・敬称略）
〔本〕
遠山　順孝　〔和子〕　　　矢田　精一　〔大城〕
山田　繁　　〔蓼科〕　　　田口　美鈴　〔長和町〕
聖マリアンナ会〔東京都〕　　他　匿名

〔現金〕
横谷　俊彦　〔上房〕

たくさん寄贈していただき、ありがとうございました。
紙面にてお礼にかえさせていただきます。　

　立科町に越してから３
年目となりますが、立科
町図書室は引っ越してき
た当時から利用させてい
ただいています。最初に
訪れたのは妊娠中の時、
これからはじまる子育て
に関する本を探しに行き
ました。こじんまりとし
ていますが、読みたい本
がたくさんあり嬉しかっ
たです。小・中学生が学校帰りに宿題をやったり本を読んだりし
ていて、アットホームな図書室だなぁと思いました。子どもが生
まれてからは、月一回ある「乳幼児のためのおはなし会」に子ど
もを連れて参加するようになりました。乳児から参加できるおは
なし会は珍しく、内容もいつも盛り沢山で、絵本や紙芝居、人形
劇や歌など子どもだけでなく、親も楽しませていただいています。
子どもが乳児の頃は、なかなか外出する機会がなく家にこもりが
ちですが、おはなし会に参加して、同じくらいの子を持つ親同士
が出会えたり、話しができ、交流するきっかけにもなり、とても
ありがたかったです。
　私自身、何か調べたい時や知りたい時、まず図書館か本屋さん
へ行くのが習慣で、図書室には子どもの絵本もたくさんあるし、
子連れで気兼ねなく行けるので、居心地のよい場所です。２歳に
なる娘も、だんだんと好きな絵本ができつつあるようで、親が本
を楽しんでいる姿を見ていると、子どもも本好きになるような気
がするので、これからも親子で本を楽しみたいと思います。

＜おでかけ絵本室＞
～たたみの上でゆったりと
　　　　絵本を広げて見てください！～
4月23日は「子ども読書の日」です。
もっと身近に気軽に絵本と触れ合っていただく
ように…図書室の絵本が、館内のたたみの部屋
（創作室）へおでかけする、＜おでかけ絵本室＞
を開室します。親子で、お友達と、絵本の時間
をお楽しみください！

　4月19日（木）
　 ～4月27日（金）
　午前10時～午後5時
　（日曜は午後1時より）

＜乳幼児のためのおはなし会＞
～「ちゅうりっぷの会」による～
日時　4月25日（水）午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本、パネルシアターなど、親子でお楽し
みください！

上野文枝（野方）

【図書室利用案内】
開室時間
●月曜日～土曜日
　　午前９時30分～午後６時（土曜日は５時）
●日曜・祭日
　　午後１時～午後５時
＊お一人　４冊まで　２週間借りられます
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編
集
後
記

　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
盆
栽
美
術
館
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
赤
松
、
黒
松
、
五
葉
松
、
も
み
じ

な
ど
数
種
類
の
盆
栽
が
展
示
さ
れ
て
お
り
樹
齢

数
十
年
と
い
う
木
が
鉢
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
様
々
な
太
さ
の
針
金
で
曲
げ
た
り
引
っ
張
っ

た
り
し
て
形
を
つ
く
り
、
た
く
さ
ん
の
細
か
い

枝
で
構
成
さ
れ
た
木
は
と
て
も
美
し
く
、
い
つ

ま
で
も
眺
め
て
い
た
い
気
持
ち
に
な
る
。

　
よ
く
サ
ザ
エ
さ
ん
や
ド
ラ
え
も
ん
の
中
に
、

空
き
地
で
野
球
を
し
て
い
た
ら
ボ
ー
ル
が
人
家

の
庭
に
飛
ん
で
い
き
盆
栽
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
、

そ
の
家
の
お
年
寄
り
に
怒
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
。

盆
栽
を
自
分
の
思
い
描
く
物
に
す
る
に
は
数
年
、

数
十
年
と
か
か
る
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
怒
り
た

く
な
る
の
も
当
然
だ
。

　
こ
ん
な
シ
ー
ン
の
せ
い
か
盆
栽
と
聞
く
と
お

年
寄
り
の
趣
味
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
し

か
し
本
気
で
若
い
木
か
ら
手
掛
け
自
分
の
作
品

に
し
た
い
と
す
る
と
年
を
と
っ
て
か
ら
で
は
遅

く
、
や
る
な
ら
若
い
時
に
始
め
る
べ
き
も
の
な

の
だ
ろ
う
。

　
木
を
作
り
上
げ
る
に
は
長
い
時
間
と
様
々
な

手
間
が
必
要
に
な
る
の
だ
が
完
成
と
い
う
も
の

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
木
は
生
き
続
け

て
い
る
限
り
成
長
し
て
い
く
の
だ
か
ら
き
っ
と

完
成
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
自
分
が
つ
く
り
始
め
た
盆
栽
が
何
十
年
、
何

百
年
と
眺
め
続
け
ら
れ
た
ら
と
て
も
素
敵
な
こ

と
だ
。�

Ｙ
・
Ａ

五
無
斎
先
生
を
偲
ん
で

�
竹
花
　
初
雄

　
郷
土
の
偉
人
保
科
五
無
斎
先
生
が
ご
逝
去
さ

れ
て
百
年
と
な
っ
た
昨
年
、
教
育
委
員
会
主
催

で
「
没
後
百
周
年　
保
科
五
無
斎
展
」
を
、
ふ

る
さ
と
交
流
館
芦
田
宿
で
開
き
ま
し
た
。
先
生

の
面
影
を
偲
ぶ
写
真
、
狂
歌
や
手
紙
の
筆
墨
類

を
始
め
、
信
濃
公
論
等
発
行
さ
れ
た
新
聞
、
書

籍
。
採
集
さ
れ
た
岩
石
鉱
物
、
染
色
織
物
標
本

ヨ
ガ
教
室

�

伊
丹
㐂
久
子

　
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
公
民
館
活
動

と
し
て
ヨ
ガ
を
始
め
て
か
ら
15
年
以
上
の
歳
月

が
経
ち
ま
し
た
。
ヨ
ガ
に
つ
い
て
少
し
説
明
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ヨ
ガ
と
は
背
骨
や
骨
盤
の
ね
じ
れ
や
く
る
い

を
整
え
る
矯
正
体
操
で
す
。
内
臓
に
適
切
な
刺

激
を
加
え
る
内
臓
体
操
と
も
い
え
ま
す
。

等
沢
山
の
資
料
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
さ

れ
た
職
員
の
方
々
の
ご
努
力
で
す
ば
ら
し
い
記

念
展
と
な
り
ま
し
た
。

　
展
覧
会
当
日
、
案
内
人
を
依
頼
さ
れ
、
会
場

で
五
無
斎
先
生
の
ご
紹
介
や
、
展
示
品
の
解
説

等
を
皆
さ
ん
に
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
訪
れ
て
下
さ
り
、
休
む
暇
無
く
お
手

伝
い
が
出
来
嬉
し
い
限
り
で
し
た
。
特
に
上
田

市
か
ら
見
え
た
Ａ
さ
ん
は
、
開
催
期
間
中
滞
在

さ
れ
、
展
示
品
を
克
明
に
調
べ
、
写
真
を
撮
り
、

記
録
を
さ
れ
、
ま
た
某
高
校
の
先
生
も
熱
心
に

質
問
等
さ
れ
な
が
ら
長
時
間
研
究
さ
れ
て
居
ら

れ
感
動
致
し
ま
し
た
。

　
尚
、
戸
隠
地
質
化
石
博
物
館
で
も
「
保
科
五

　
頭
寒
足
熱
と
い
う
古
来
か
ら
健
康
に
良
い
状

態
と
い
わ
れ
る
諺
が
あ
り
ま
す
が
、
足
を
暖
か

く
す
る
の
は
健
康
に
良
い
こ
と
で
毎
回
足
裏
や

指
間
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
広
げ
た
り
と
温
か

く
な
る
ま
で
や
っ
て
い
ま
す
。
又
、
足
は
第
二

の
心
臓
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
く
つ
に

な
っ
て
も
元
気
に
歩
く
に
は
足
の
運
動
が
大
切

で
す
ね
。

　
ヨ
ガ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ー
ズ
が
沢
山
あ
り

ま
す
が
、
少
し
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
し
の
木
の
ポ
ー
ズ

　
足
を
腰
幅
に
開
い
て
つ
ま
先
立
ち
に
な
り
、

両
手
を
上
に
伸
ば
し
指
を
や
し
の
葉
の
よ
う
に

広
げ
る
、
お
尻
を
上
げ
る
よ
う
に
し
て
、
つ
ま

無
斎
没
後
百
年
展
」
を
開
催
さ
れ
、『
保
科
五

無
斎
が
遺
し
た
も
の
』
と
題
し
て
、
宮
下
健
司

先
生
の
講
演
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
塩
尻
市
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
鉱
研
地
球

の
宝
石
箱
で
は
『
保
科
五
無
斎
百
助
展
』
を
企

画
、
盛
大
に
開
か
れ
報
告
書
も
発
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
現
在
当
町
の
歴
史

民
俗
資
料
館
は
閉
鎖

さ
れ
、
五
無
斎
資
料

室
も
閉
ざ
さ
れ
て
居

り
ま
す
が
、
一
日
も

早
く
常
設
展
示
を
期

待
し
て
居
り
ま
す
。

先
立
ち
の
ま
ま
そ
の
場
で
足
踏
み
す
る
。
効
果

は
血
液
の
流
れ
を
良
く
し
冷
え
症
を
改
善
す
る
。

ラ
イ
オ
ン
の
ポ
ー
ズ

　
舌
を
力
い
っ
ぱ
い
長
く
太
く
出
し
な
が
ら
口

か
ら
ハ
ー
と
息
を
吐
く
、
目
は
大
き
く
見
開
く
。

効
果
は
口
を
大
き
く
開
け
て
舌
を
運
動
さ
せ
る

の
で
、
顔
の
血
行
を
良
く
し
肌
を
若
返
ら
せ
、

し
わ
、
た
る
み
を
と
っ
て
く
れ
る
。

　
毎
月
一
回
指
導
の
先
生
を
囲
ん
で
和
気
藹
々

と
ヨ
ガ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

�
リ
レ
ー
回
想

�

ク
ラ
ブ
訪
問
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介
護
保
険
制
度
で
は
、
3
年
を
１
期

と
し
て
介
護
保
険
事
業
の
内
容
や
保
険

料
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

か
ら
26
年
度
の
第
5
期
は
、
高
齢
者

数
・
要
介
護
認
定
者
数
・
利
用
者
数
・

介
護
給
付
費
が
伸
び
て
い
る
こ
と
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
の
観
点
か
ら
第

４
期
に
比
べ
て
介
護
保
険
に
必
要
な
費

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
保
険
料

は
介
護
保
険
制
度
を
運
営
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。
制
度
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介護保険料が
変わります

平成24年度より
福祉係

区　　　分 平成23年10月1日現在 平成26年見込み 増　加　率

65歳以上人口 2,299人 2,393人 4.1%

要介護認定者数 426人 496人 16.4%

区　　　分 第　４　期 第　５　期 増　加　率

３年間の費用合計 約19億7千万円 24億2千万円 22.8%

● 第４期（平成21～23年度）と第５期（平成24～26年度）の比較

● 第５期介護保険料の年額

所得段階 対象者 料率 保険料額

第１段階 生活保護を受給している方または世帯全員が住民税非課
税で、本人が老齢福祉年金を受給している方 0.50％ 30,400円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額の合計が80万円以下の方 0.60％ 36,500円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、第２段階以外の方 0.75％ 45,600円

第４段階
特例

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税で、　前年の合計所得金額＋課税年金収入額の合計
が80万円以下の方

0.90％ 54,700円

基準 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税で、特例以外の方 ─ 60,700円

第５段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円未
満の方 1.25％ 75,900円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以
上の方 1.50％ 91,100円

○ 保険料の算定方法
　 基準月額5,058円×12ヶ月×料率（基準額に対する割合）
　 ※個人毎の保険料額は、別途お知らせします。
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国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

の
ご
案
内

　
平
成
24
年
4
月
分
か
ら
平
成
25
年
3
月
分
ま

で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
４
９
８
０
円

で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
・
前
納
が
お
す
す
め
で
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
ご
自
分
の
年
金
加
入

記
録
を
ご
確
認
い
た
だ
け
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
ご
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、
直
接
ご
自
分
の
年
金
情
報
を
確

認
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

（http://w
w

w
.nenkin.go.jp/

）

　
年
金
事
務
所
の
他
、
役
場
窓
口
で
も
、
お
申

込
み
い
た
だ
き
ま
す
と
そ
の
場
で
記
録
情
報
を

印
刷
し
て
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
申
込
み
の
際
必
要
な
も
の

※
お
申
込
み
は
、
ご
本
人
の
他
、
代
理
の
方
で

も
可
能
で
す
。

必
要
な
も
の

ご
本
人
の
場
合

・
申
込
書

・
本
人
確
認
書
類

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

代
理
の
方
の
場
合

・
申
込
書
・
本
人
確
認
書
類
（
代
理
の
方
の
も
の
）

・
委
任
状
（
申
込
者
本
人
の
署
名
捺
印
が
必
要
で
す
）

・
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

○
申
込
書
・
委
任
状
は
、
役
場
に
あ
り
ま
す
。

○
本
人
確
認
書
類
と
は
、
運
転
免
許
証
・
健
康

保
険
証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
パ
ス

ポ
ー
ト
・
外
国
人
登
録
証
明
書
等
で
す
。

○
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
と
は
、
年
金

手
帳
・
年
金
証
書
・
ね
ん
き
ん
定
期
便
等
で

す
。

国 民 年 金 か ら の お 知 ら せ
 こんなときは必ず届け出を！

　届出を忘れると、将来、年金が受給できない場合や、受給額が減額される場合もありますのでご注意ください。

こんなとき 届出に必要なもの 届出先
会社を退職したとき ○印鑑

○年金手帳
○退職年月日の証明書

役場町民課住民係

配偶者の扶養からはずれたとき ○印鑑
○年金手帳
○資格喪失日の証明書

20歳になったとき ○印鑑
学生で収入が少ないとき

（学生納付特例の申請）
○印鑑
○学生証または在学証明書

所得の減少により保険料の減免等を
受けたいとき

○印鑑

年金手帳を紛失したとき ○印鑑
結婚・退職等により配偶者の扶養になるとき 配偶者の勤務先
配偶者が会社を変わったとき（扶養になっている場合） 配偶者の新しい勤務先

ねんきん
ネット

住民係
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早寝・早起き・朝ごはんで、健康な生活リズムを！

◆ 目覚まし時計は脳にある

　しっかり眠って体を休ませることは、健康を保つためには
とても重要です。
　人には睡眠と覚醒を規則正しく繰り返すという体内時計が
あります。食事や環境、特に朝の光が体内時計を正しくリ
セットしているといわれています。
　夜に強い光を浴びると、体内時計がかん違いをして生活リ
ズムがずれて、夜に眠りにくくなったり、朝起きにくくなり
ます。
　夜になったら部屋の照明を暗めにして、朝起きたらカーテ
ンを開けて、朝日を浴びるようにしましょう。

◆ 夜更かしをしないで早く眠ることが、
　 早起き習慣のスタート
　気持ちよく眠るためには、適度な疲労感とリラックスでき
る工夫が必要です。決まった時間に布団に入る習慣は、規則
正しい睡眠と覚醒のリズムを作り、ぐっすりと眠るために大
切です。寝る直前までテレビを見ていたり、ゲームをしてい
ると脳が興奮してスムーズに眠りには入れません。眠る前は、
ぬるめのお風呂にゆっくり入ったり、静かな音楽を聴くなど
リラックスできる環境にしましょう。

◆ 朝ごはんを食べるといいことがある

　朝ごはんを食べると体温が上昇し、脳が覚醒するので体が
機敏に対応します。運動や仕事、学習への集中力が高まりま
す。
[朝食抜きだと]
　　体温が上がらない⇒眠い・だるい⇒運動・勉強に集中で

きない
[バランスの良い朝食を食べると]
　　体温が上がる⇒脳が目覚める⇒集中力アップ・学力アッ

プ・ケガがすくない

　脳は眠っている間も昼間と同じようにエネルギーを使って
います。バランスの良い朝食をとって、朝脳がエネルギー不
足にならないようにしましょう。
　菓子や果物、栄養ドリンクだけでは朝食を食べたことには
なりません。

◆ 子どもたちのよい手本になる

　子どもの成長と発達には「早寝・早起き・朝ごはん」の習
慣が特に大事です。
　成長ホルモンをはじめとする、子どもから大人へと成長す
るために大切なホルモンは、１日の生活リズムに関係して分
泌されていることも多く、中には気持ちを穏やかにする作用
があるものもあります。適切な生活習慣は心の安定にも関係
しています。
　子どもが持つ可能性を伸ばすためには、「早寝・早起き・
朝ごはん」の習慣が基礎にあってこそ、学力や体力・気力の
充実が見込まれます。
　最近の状況は、少子化の中で安全面の確保のための送迎や
遊び仲間の散在、ゲーム機での遊びの普及など、歩いたり体
を使って遊ぶ機会が減少し、また親世代の朝食の欠食率も高
い状況にあります。大人自身が子どもの良い手本となり、

「早寝、早起き、朝ごはん」を軸にした子どもを元気にする
生活習慣づくりに取り組んで、
子どもの元気な声があふれる
町にしていきましょう。

保健ニュース

　「バランスの良い食事」と聞いて、皆さんはどのような食事を連想
するでしょうか？
　一般的にバランスの良い食事とは、主食・主菜・副菜のそろった
食事のことを言います。主に主食であるご飯・パン・めん類などか
ら糖質を、主菜となる肉・魚・卵・大豆製品を使った料理からたん
ぱく質を、副菜として野菜・いも・海藻・きのこ類を使った煮物、
和え物、汁物などからビタミン、ミネラル類を補給しています。
　主食・主菜は１品ずつ、副菜が２～３品と考えるとバランスの良
い食事といえるでしょう。

食育
みんなで バランスの良い食事って？

環境保健係
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狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

登録済の犬（注射料のみ） ……………3,220円
新規登録の犬（注射料+登録料）  ……6,220円

実施予定表

狂犬病予防注射の実施について
　平成24年度の狂犬病予防注射（集合）を下記の日程で実施します。登録をしてある飼い主の方には
狂犬病予防注射申請ハガキを郵送しますので、都合のよい実施場所で必ず受けてください。
　新規登録をされる場合は、役場または実施場所で申請してください。

※実施会場では混雑が予想されますので、
　お釣りのないようお願いします。

 手数料（料金）

狂犬病とは
　狂犬病は、人と動物の共通感染症です。国内では、
1957年以降発生はありませんが、効果的な治療法
はなく発病すると100％死亡するという恐ろしい病
気です。

狂犬病予防法による義務
　「狂犬病予防法」により犬の飼い主は、狂犬病予
防注射を毎年1回、4月～6月までの3ヶ月の間に受け
ることが義務づけられています。これを怠ると20万
円以下の罰金に処せられることがあります。

対象となる犬
　生後91日以上のすべての犬
　譲り受けた犬や室内犬であっても対象となります。

注意事項
・犬が死亡している場合には、ハガキに「平成○年

○月○日死亡」と書いて提出してください。
・犬が病気・衰弱等により注射を受けられない場合

は、獣医師の【猶予証明書】の提出をお願いしま
す。

・首輪に鑑札・注射済票・名札など飼い主のわかる
ものを必ずつけましょう。

飼い主のマナー
・放し飼いは事故のもとです。他人の迷惑になりま

すので絶対にやめましょう。
・散歩の際の犬のフンは、飼い主が責任を持って必

ず持ち帰りましょう。
・知らない間に犬が逃げ出さないよう
　首輪や鎖（リード）・繋ぎもとは
　定期的に確認しましょう。

※不明な点は
　役場町民課環境保健係へ
　お問い合わせ下さい。

実施月日 実施場所 実施時間

４月17日㈫

藤沢公民館 ９：00～ ９：15
蟹原公民館 ９：30～ ９：35
虎御前公民館 ９：45～ ９：55
五輪久保公民館 10：00～10：05
外倉公民館 10：10～10：35
柳沢公民館 10：40～10：45
牛鹿公民館 10：50～10：55
滝神公民館 11：00～11：15
山部公民館 11：20～11：35
上房公民館 11：45～11：50
役場駐車場 13：00～13：20
石川公民館 13：40～14：00
立石公民館 14：05～14：15
日中公民館 14：20～14：30
蟹窪公民館 14：35～14：45

４月18日㈬

役場駐車場 ９：00～ ９：20
赤沢公民館 ９：25～ ９：40
中原公民館 ９：45～ ９：55
細谷公民館 10：00～10：15
桐原生活協同館 10：20～10：35
平林公民館 10：45～10：55
真蒲生活改善

センター 11：05～11：15

４月19日㈭

西塩沢公民館 ９：00～ ９：20
塩沢公民館 ９：25～ ９：40
大城集会場 ９：45～10：00
野方公民館 10：10～10：25
茂田井公民館 10：35～10：55
古町公民館 11：10～11：20
中尾公民館 11：30～11：35
美上下バス停前 11：40～11：45
蓼科ふれ愛

センター 13：00～13：15

樽ヶ沢温泉前 13：25～13：30
南平台ロッジ前 13：40～13：50
役場駐車場 14：40～15：00

５月20日㈰ 役場駐車場 ９：00～10：00
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参加資格
① 生後６ヶ月から２歳までの犬で登録と狂犬病予防注射を実施済であること。
② 混合ワクチン接種済みの犬であること。
③ 全課程に参加できる犬及び飼い主であること。
④ 動物愛護会佐久支部会員であること。（受講当日に入会可）

開催日程

申込期間
　・春期教室：４月11日（水）～４月20日（金）
　・秋期教室：９月５日（水）～９月21日（金）
募集人員：春期・秋期  各30名（申し込み順）
受 講 料：5,000円（動物愛護会年会費1,000円を含む）

引き取り場所及び時間
　佐久合同庁舎  西側　駐車場  犬舎前　午前11時～12時
　佐久市大字跡部65－1　TEL. ０２６７－６３－４１９１
引き取り日

引き取り料金　■ 生後91日以上の犬・猫の場合：1頭（匹）で2,000円
　　　　　　　■ 生後91日未満の仔犬・仔猫の場合：

１回の引き取りで10頭（匹）まで2,000円
持ち物
　⑴ 印鑑　　⑵ 犬の場合は鑑札と狂犬病予防注射済票
その他
　⑴引き取りは、原則として毎週木曜日ですが、実施しない日もあり

ますので注意してください。
　⑵ 指定の日時以外は、取り扱いません。

　春先は、迷い犬の多�い
季節です。
　知らない間に飼い犬が
離れてしまうことのない
よう、首輪や鎖等の確認
を定期的に行い、また必ず鑑札や狂犬病予防
注射済票などをつけ、飼い主が判別できるよ
うにしましょう。
　迷い犬は町内で捕獲されることが多いため、
できるだけ飼い主のもとへ帰れるよう、テレ
ビの「データ放送」で迷い犬の放送を実施し
ていますのでご覧ください。
　尚、役場には犬舎がないので、保護できる
のは１日程度で、その後は保健所に引き取ら
れます。
　飼い犬が行方不明になった時は、早目に役
場町民課へご連絡ください。

教室の内容
　　⑴学科講習　知っておきたい動物の法律、犬の習

性・生理と病気の知識などしつけのポ
イントとしつけ方教室の注意事項

　　⑵実技講習　犬のしつけ方、基礎服従訓練（脚側、
座れ、伏せ、待て、こい）

佐久保健福祉事務所内  動物愛護会佐久支部事務局　TEL. 0267－63－4191

犬のしつけ方教室
受講者募集

春期教室 日　程 時　間 場　所

学科講習（開講式） ５月 ６日㈰ ９:30～12:00
佐久合庁
401号

会 議 室
実技講習　第１回
　　　　　第２回
　　　　　第３回
　　　　　第４回
　　　　　第５回

（閉講式）   第６回

５月13日㈰
５月20日㈰
５月27日㈰
６月 ３日㈰
６月17日㈰

９:30～11:30 佐　　久
合同庁舎
駐 車 場

６月24日㈰ ９:00～11:00

秋期教室 日　程 時　間 場　所

学科講習（開講式） 10月 ７日㈰ ９:30～12:00
佐久合庁
401号

会 議 室
実技講習　第１回
　　　　　第２回
　　　　　第３回
　　　　　第４回
　　　　　第５回

（閉講式）   第６回

10月14日㈰
10月21日㈰
10月28日㈰
11月 ４日㈰
11月11日㈰
11月18日㈰

９:30～11:30
佐　　久
合同庁舎
駐 車 場

申込み・お問い合わせ先

平成24年度 犬猫の引き取り業務のお知らせ

佐久保健福祉事務所　TEL. 0267－63－4191お問い合わせ先

４月  5日 12日 19日 26日
５月  10日 17日 24日 31日
６月  7日 14日 21日 28日
７月  5日 12日 19日 26日
８月  2日 9日 16日 23日 30日
９月  6日 13日 20日 27日
10月  4日 11日 18日 25日
11月  1日 8日 15日 22日 29日
12月  6日 13日 20日 27日
１月  10日 17日 24日 31日
２月  7日 14日 21日 28日
３月  7日 14日 21日 28日

迷い犬に
ついて
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立科町交流促進センター「耕福館」使用料金の改正について

住宅用太陽光発電施設設置費補助金について

改正後の使用料金は、
平成24年５月１日から
適用いたします。
皆様方のご理解と
ご協力をお願いいたします。

　立科町交流促進センター「耕福館」の使用料金が、次表のとおり一部変更になります。

平成24年７月２日㈪～ 平成25年２月28日㈭
　補助金の申請額が予算額（200万円）を超えた時点
で、申請の受け付けを停止します。なお、申請初日に
予算額を超えた場合は、抽選とします。

　太陽電池モジュールの公称最大出力１kW 当たり２
万円を助成。ただし、10万円を限度とします。

　町内において、自らが居住する住宅に補助対象シス
テムを、設置しようとする個人。

　町では、町民が住宅に太陽光発電システムを新たに設置するのに
要する経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。

　補助金の交付決定を受けてから工事に着手し平成
25年３月31日までに完成する太陽電池モジュール、
架台、接続箱等の購入・据付の工事に要する経費で、
国が助成する住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金
の申請をするもの。

　補助金申込に係る各種書類は、立科町役場　町づく
り推進係へ提出してください。申請書等は、役場窓口
又はホームページからのものをご利用ください。

町づくり推進係 TEL. 0267−56−2311
 FAX. 0267−56−2310

改正前

改正後

味噌加工 持込み豆10㎏当たり500円で最低使用料500円
麹自動発酵機使用料１回当たり500円

もち加工 持込みもち米10㎏当たり500円で最低使用料500円

味噌加工 １日当たりセンター使用料1,000円
麹自動発酵機使用料１回当たり1,000円

もち加工 もち米10㎏まで１日当たりセンター使用料1,000円
もち米10㎏を超えるときは、１㎏につき100円加算

農林係

町づくり推進係

申請受付期間

補助金額

対象者

対象経費

申請方法

お問い合わせ・お申し込み先
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平
成
二
十
一
年
四
月
よ
り
、
立
科
町
教
育
相

談
員
と
し
て
教
育
相
談
活
動
に
携た

ず
さわ
っ
て
お
り

ま
す
。
微び

力り
ょ
くで
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

教
育
相
談
は
、
原
則
と
し
て
毎
週
、
月
曜

日
・
水
曜
日
・
金
曜
日
に
行
い
ま
す
。
午
前
中

は
立
科
小
学
校
、
昼
の
時
間
は
立
科
町
児
童
館
、

午
後
は
立
科
中
学
校
に
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

不
在
の
場
合
は
、
小
・
中
学
校
の
教
頭
先
生
、

ま
た
は
、
児
童
館
に
電
話
で
お
申
し
出
を
い
た

だ
き
、
相
談
日
時
の
予
約
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
成
長
上
の
問
題
や
悩
み
、
心

配
、
不
安
に
は
、
必
ず
効
能
が
あ
る
と
い
う
処し

ょ

方ほ
う

箋せ
ん

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
お
子
さ
ん
の

不
登
校
や
い
じ
め
、
反
社
会
的
な
行
為
（
非

行
）、
集
団
不
適
応
、
適
切
な
就
学
な
ど
に
つ

い
て
、
一
緒
に
悩
み
、
真
剣
に
考
え
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
必
ず
や
児
童
・
生
徒
の
成
長
と
自

立
の
た
め
の
「
何
か
」
が
見
出
せ
る
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
本
年
度
も
、「
広
報
た
て
し
な
」
及

び「
有
線
放
送
」
を
通
し
て
、
さ
さ
や
か
な
体

験
と
、
苦に

が

い
反
省
や
後
悔
に
基も

と

づ
い
た
提
言
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
親
御
さ
ん
ご
自

身
の
心
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
取
捨
選
択
さ
れ
、
子

育
て
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

　
ご
意
見
や
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
児
童
館
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
日
本
の
或あ

る
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
家
ア
ー
ノ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
、

発
生
か
ら
繁は

ん

栄え
い

、
衰す

い

退た
い

、
没ぼ

つ

落ら
く

を
繰く

り
返
す
諸

文
明
に
つ
い
て
の
歴
史
研
究
か
ら
、
次
の
よ
う

な
、
現
代
人
が
学
ぶ
べ
き
五
つ
の
教
訓
を
導み

ち
びき

出
し
た
そ
う
で
す
。

一
、
人
々
が
、
自
ら
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
（
自
己
中

心
主
義
）
を
自
制
す
る
こ
と
を
忘
れ
た

と
き
、
そ
し
て
、
人
々
の
心
の
中
に
エ

ゴ
イ
ズ
ム
が
は
び
こ
る
と
き
、
そ
の
国

家
社
会
は
自じ

滅め
つ

し
て
い
く
以
外
に
な
い
。         

二
、
国
民
の
一
人
一
人
が
、
難な

ん

題だ
い

を
自
ら
の
力

で
解
決
す
る
と
い
う
自
立
の
精
神
と
気き

概が
い

を
失
う
と
き
、
そ
の
国
家
社
会
は
滅め

つ

亡ぼ
う

す
る
し
か
な
い
。                                                             

三
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
（
指
導
的
な
立
場
に

あ
る
識
者
＝
イ
ン
テ
リ
）
が
、
勇
気
と

自
信
を
持
っ
て
発
言
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
大た

い

衆し
ゅ
う

迎げ
い

合ご
う

主し
ゅ

義ぎ

が
は
び
こ
り
、
そ

の
国
家
社
会
は
滅ほ

ろ

び
ざ
る
を
得
な
い
。                     

四
、
古
い
世
代
が
、
や
た
ら
に
物
分
か
り
が
よ

く
な
り
、
若
者
に
分
厚
い
胸
を
貸
す
こ

と
を
忘
れ
る
と
き
、
若
者
は
、
ひ
弱
な

精
神
と
肉
体
に
慢ま

ん

心し
ん

し
、
そ
の
国
家
社

会
は
衰お

と
ろえ
る
。                                 

五
、
人
の
幸
福
や
不
幸
と
い
う
も
の
は
、
決
し

て
金
銭
や
物
の
豊
富
さ
に
よ
っ
て
計
れ

る
も
の
で
な
い
と
い
う
、　
ご
く
当
た
り

前
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
る
と
き
、
そ
の

国
家
社
会
は
救
い
よ
う
が
な
く
な
る
。

　
身
勝
手
で
、
人
任
せ
の
風
潮
が
蔓ま

ん

延え
ん

す
れ
ば
、

そ
の
国
は
滅
亡
す
る
と
い
う
の
で
す
。
大
衆
を

先
導
す
べ
き
識
者
が
、
時
の
権
力
に
へ
つ
ら
い
、

「
是ぜ

は
是
、
非
は
非
。」
と
発
言
し
な
く
な
っ
た

と
き
、
ま
た
、
知
恵
と
経
験
を
有ゆ

う

す
る
大
人
が
、

若
者
の
「
壁か

べ

」
に
な
ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
と

き
、
そ
の
国
は
衰す

い

亡ぼ
う

す
る
と
い
う
の
で
す
。
さ

ら
に
ま
た
、
心
の
豊
か
さ
を
忘
れ
、
金
銭
や
物

の
豊
富
さ
だ
け
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
の
国
は
没
落
す
る
と
い
う
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
五
つ
の
教
訓
は
、
物
が

豊
か
で
、
便
利
な
生
活
に
慣
れ
き
っ
て
、
日
本

人
と
し
て
の
大
切
な
も
の
を
失
い
つ
つ
あ
る

我
々
の
「
精
神
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

化か

」
に
対
す
る
痛つ

う

烈れ
つ

な
警け

い

告こ
く

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、

多
く
の
日
本
人
は
、
日
本
の
美
風
と
直な

お

き
心
を

忘
れ
ず
、
日
々
の
生
活
を
誠
実
に
営い

と
なん
で
い
る
、

と
思
い
ま
す
が
、
一
部
に
は
、
身
勝
手
で
、
自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
不
心
得
な
人
が

増
え
て
い
る
と
感
ず
る
か
ら
で
す
。「
国
民
は

常
に
未み

熟じ
ゅ
くで
、
永
遠
に
成せ

い

熟じ
ゅ
くし
な
い
。」
と
断

言
し
た
大
学
教
授
が
い
ま
す
が
、
確
か
に
国
民

の
未
熟
さ
は
増
幅
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
感
じ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
心
得
な
人
間
の
増
加
は
、
国

家
社
会
と
い
う
レ
ベ
ル
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
町
村
や
地
区
、
さ
ら
に
、
学
校
教

育
の
場
に
も
共
通
す
る
深し

ん

刻こ
く

な
問
題
で
、
決
し

て
立
科
町
も
例
外
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
町
外
の

人
が
捨
て
た
ゴ
ミ
も
た
く
さ
ん
混
じ
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
毎
日
、
児
童
館
の
厚
生
員
が

心
を
痛
め
な
が
ら
拾
い
集
め
て
い
る
、「
風
の

子
広
場
」
周
辺
の
空
き
缶
や
食
べ
か
す
、
紙
袋

相談時間等
月・水・金曜日
●立科小学校/午前９時～午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時～午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／午前 11時40分～午後１時30分
　電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の教頭先生へ
　ご連絡をお願いします。

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

「没
ぼつ

落
らく

の歴史」から学ぶ教訓
～ 大人の精神の脆

ぜい

弱
じゃく

化
か

と子どもの成長～
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な
ど
の
山
は
、
立
科
町
の
「
精
神
の
脆
弱
化
」

の
象し

ょ
う

徴ち
ょ
うと
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
に
起
こ
っ
て
い
る
問
題
は
、
す
べ
て

大
人
に
起き

因い
ん

し
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
健す

こ

や
か
な
成
長
と
自
立
を
願
う
な
ら
ば
、
大
人
は
、

「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
自
制
」「
自
立
の
精
神
と
気

概
」「
指
導
的
立
場
に
あ
る
者
の
勇
気
あ
る
発

言
」「
壁
と
し
て
の
古
い
世
代
」「
物
質
優
先
社

会
か
ら
の
脱だ

っ

皮ぴ

」
と
い
う
五
つ
の
教
訓
を
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ち
っ
ぽ

け
な
我が

欲よ
く

に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
人
が
清せ

い

廉れ
ん

潔け
っ

白ぱ
く

に
生
き
る
社
会
、
そ
れ
が
何
よ
り
も
望
ま
し
い

子
育
て
環か

ん

境き
ょ
うで

あ
る
か
ら
で
す
。

　
詩
人
の
坂さ

か

村む
ら

真し
ん

民み
ん

は
、
人
に
へ
つ
ら
う
こ
と

な
く
、
自
分
の
め
ざ
す
道
を
自
分
な
り
に
、
自

分
ら
し
く
誠
実
に
、
毅き

然ぜ
ん

と
歩
く
た
め
に
、

「
し
ん
み
ん
五ご

訓く
ん

」
と
い
う
詩
を
作
り
、
自じ

戒か
い

と
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

し
ん
み
ん
五
訓

　
　
ク
ヨ
ク
ヨ　
す
る
な

　
　
フ
ラ
フ
ラ　
す
る
な

　
　
グ
ラ
グ
ラ　
す
る
な

　
　
ボ
ヤ
ボ
ヤ　
す
る
な

　
　
ペ
コ
ペ
コ　
す
る
な

　
「
精
神
の
脆
弱
化
」
の
典
型
と
自
覚
し
て
い

る
身
で
さ
え
、「
真し

ん

民み
ん

の
如ご

と

く
、
自
戒
の
『
五

訓
』
を
定
め
よ
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
懸
命
に
守

れ
。」
と
、
青
く
澄
ん
だ
八
天
台
の
広
大
な
空

に
向
か
っ
て
叫
び
た
い
心
境
で
す
。

　「人権の世紀」ともいわれる21世紀。しかし、これか
らの社会を担う子どもたちが、いじめ、体罰、虐待の犠
牲になるなど、大きな社会問題となっています。
　子どもは、たまたま年齢が低いというだけです。同じ
人間として大人同様に人権が備わっているのです。

いじめ
　いじめは深刻な社会問題です。いじめが原因による自
殺やリンチによる傷害など、痛ましい事件が後を絶ちま
せん。
　いじめの背景は様々です。勝ち負けだけで物事を判断
する大人社会や学歴偏重主義、学校や家庭におけるスト
レス、人間関係……など多くの要因があげられます。
　特に近年では「学校裏サイト」などと呼ばれるイン
ターネット上の掲示板やEメールを悪用するなど、巧妙
かつ陰湿なケースのいじめが多く、問題として発覚しに
くいものもあります。軽い気持ちで、いじめだという自
覚もなく始めたことが次第にエスカレートし、深刻な問

　２月25日（土）立科町中央公民館において、男女共同参画推
進委員会と公民館の主催により男女共同参画セミナーを開催し
ました。
　講師に信州豊南短期大学講師の小濱知実さんをお招きして

「私にデキル、今すぐデキル、男女共同参画」の演題で、１コマ
漫画から身近な問題をわかりやすく講義していただき、参加者
からは、「今日から頑張っていきたい」などの声をいただきました。

題となるものも少なくありません。また、自らがター
ゲットになることを恐れ、いじめに加担したり、見てみ
ぬふりをするようなこともいじめを助長する要因となっ
ています。「いじめられる側にも問題がある」という声
がいまだに聞かれますが、いじめを正当化する理由など
存在しません。
　いじめにあった子どもは悩み苦しみ、自分に非がある
と思うようになり、その後の人間形成に悪影響を及ぼす
可能性があります。さらには、いじめを見てみぬふりを
したり、いじめた側の子どもたちも、その後の成長の中
で自らが行ったことを振り返り、精神的に苦しむことに
なります。いじめは、被害者だけでなく、傍聴者も加害
者も不幸にするのです。
　また、いじめは、当人同士での解決が困難な問題です。
子どもは、周囲の大人に対して、なかなか相談しないも
のです。大人は、日ごろから、子どもの話に耳を傾け、
学校や家庭、そして地域社会が連携して解決のための手
助けをするとともに、いじめをなくすために、人権の大
切さを伝えていくことが必要です。

参考　㈶人権教育啓発推進センター　人権ポケットブックより

人権が尊重される社会

男女共同参画セミナー  開催

人権センターだより 子どもの権利とは

人権センター(社会教育人権政策係)
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こども未来館／電話 56－0248 有線 8888

こども未来館情報 ４月・５月 行事予定
皆さんのご来館をおまちしています

児童館事業の様子

なかよし広場
（今年度より名称が変わりました）

わくわく教室

文化伝承教室

学習･スポーツ教室

レクリエーション教室

ビーズ教室

アートチャレンジ教室

★対象：就園前のお子さんと保護者
★時間：午前10時30分～
★日程及び内容
４月11日（水）ちびっこ広場　
　　13日（金）親子リズム
　　16日（月）おはなし広場
　　18日（水）ちびっこ広場
　　19日（木）みんなで遊ぼう
　　23日（月）たまごクラブ
　　26日（木）親子運動遊び

※都合により内容などが変更となる場合がありますので、ご承知ください。

５月 ９日（水）ちびっこ広場
　　11日（金）親子リズム
　　14日（月）おはなし広場
　　17日（木）みんなで遊ぼう
　　21日（月）たまごクラブ
　　23日（水）ちびっこ広場
　　24日（木）親子運動遊び
　　31日（木）子育て講話

★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容

４月 ９日（月）紙風船作り
　　16日（月）モール製作
　　23日（月）グループホーム訪問

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～

【将　棋】★日程：４月12日（木）・26日（木）
　　　　　　　　 ５月10日（木）・24日（木）

【囲　碁】★日程：４月19日（木）、５月17日（木）
【昔遊び】★日程：４月27日（金）、５月25日（金）

５月 ７日（月）ブローチ作り
　　14日（月）粘土遊び
　　21日（月）広告で箱作り
　　28日（月）花摘み

★対象及び場所と時間：
　小学生　立科小学校　午後３時～５時
★日程：４月18日（水）
　　　　５月 ２日（水）・  ９日（水）・
　　　　16日（水）・23日（水）・30日（水）
★内容：学習アドバイザーの先生方に、予

習・復習等を教えていただくことができ
ます。

　学習終了後、３時30分より体育館でス
ポーツ教室に参加できます。

★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容
　４月10日（火）里山散歩
　　　24日（火）お花見をしましょう
　５月 ８日（火）山菜採りに出かけましょう
　　　22日（火）ブーメラン遊び

★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：５月19日（土）未定
 　　　　　　　  （要予約）

★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：５月11日（金）花かご製作
　　　　　　　　（要予約）

まゆ玉づくり お菓子の家づくり

ちびっこ広場 放課後子ども教室
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周囲を一瞬で幸せにしてくれる笑顔は宝
物です。すくすく元気に育って下さい。

市
いち

川
かわ

　幸
ゆき

ちゃん（女）藤沢

９ヶ月頃から自己主張が強くなり、よく
泣くようになったね。これも成長の証！
笑顔、泣き顔、全部大好き！

竹
たけ

城
しろ

 統
とう

真
ま

ちゃん（男）野方

くいしんぼうの王子様☆　明るく、元気
に、のびのびと！笑顔いっぱいで育って
ね。

寺
てら

﨑
さき

 裕
ゆう

一
いち

朗
ろう

ちゃん（男）牛鹿

あっという間に１年経ちました。やん
ちゃで甘えん坊の和馬。これからもたく
さん遊ぼうね。

大
おお

橋
はし

 和
かず

馬
ま

ちゃん（男）真蒲

泣き虫でいつもパワフルな我が家の可愛
いお姫様。これからもたくさん泣いて
笑って、元気に大きく育ってね！

向
むか

井
い

 明
あか

凛
り

ちゃん（女）蓼科

早産児で生まれたけど、すくすくと育っ
てくれてます。

飯
いい

岡
おか

 優
ゆ

梨
り

曖
あ

ちゃん（女）石川

大好きなお姉ちゃんがいるだけで笑顔に
なっちゃうね♡　これからも姉妹仲良く
元気にすくすく大きくなってね！

小
こ

平
だいら

 江
え

利
り

菜
な

ちゃん（女）茂田井

毎日ニコニコ元気な咲菜は、家族みんな
のパワーの源。これからも可愛い笑顔で
みんなを癒してね。

今
いま

井
い

 咲
さ

菜
な

ちゃん（女）蟹窪

お兄ちゃん大好きな遙ちゃん♡　いつも
ニッコリと笑ってくれる。綺麗なお空の
ように素直にのびのび大きくなってね!!

坂
さか

田
た

 遙
はる

空
く

ちゃん（男）蓼科

よく食べよく笑うなっちゃん！お姉ちゃ
ん達と元気に大きくなってね！これから
も楽しい思い出沢山作ろうね！

市
いち

川
かわ

 夏
なつ

萌
め

ちゃん（女）西塩沢

滉の笑顔は皆の癒しです。皆がけんかし
ても滉はいつも笑っています。大切な大
切な宝物です。大好きだよ♡

桜
さくら

井
い

 滉
こう

太
た

ちゃん（男）蟹原

いたずら上手な輝希君!!これからもママ
を困らせながら、いっぱい食べ、遊び、
寝て、大きく元気な子になぁれ♪♪

納
のう

谷
や

 輝
みき

希
あ

ちゃん（男）大城

大きく育て子ども王国
平成23年３月生まれ〜平成23年４月生まれ　（10、11ヶ月児健診時に撮影）

環境保健係
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白樺
高原便り 　女神湖では、４月に入ると雪の間から春の訪

れをつげるザゼンソウが咲き始めます。
　ザゼンソウはその花の形がお堂の中に座禅を
組んでいるお坊さんの姿に見えることかがその
名の由来とされます。また、開花する際に発熱

（25℃まで上昇）が起こるため周りの雪を溶か
して春一番に顔を出します。女神湖畔では500
株の群生を遊歩道からゆっくり眺めることがで
き、４月下旬まで楽しむことができます。
　女神湖センターでは開花に併せて３月20日か
ら４月22日まで「ザゼンソウ祭り」を開催し、
ご来場されたお客様に甘酒の振る舞いを行いま
す。ぜひお出かけください。
　開花状況など詳しくは、
　女神湖センター   電話 0267−55−6210
　までお問い合わせください。

ザゼンソウ

女神湖ザゼンソウ祭り開催

　当町では、家庭や工場等から出る雑排水等
をそのまま川に流すと、水質の悪化や悪臭の
発生の原因となることから、自然環境の保護
と快適な生活環境づくりのため下水道を整備
しました。
　地域の環境保全のため、さらにはきれいな
水を将来にわたり守るため、公共マスを設置
されている皆様には早期に下水道へ接続をお
願いします。

　最近、下水道施設に異物等が流され、下水
道施設の機器類に故障が発生しています。
　これは、下水道管路での詰まりの原因とな
り、下水道マンホール及び宅内マス等で溢れ
る原因となります。また、下水道施設の水処
理において悪影響があり、放流水質に影響が
あります。

下
水
道
に
つ
い
て
の
お
願
い

下水道をご利用ください

下水道使用について
● 流してはいけないもの
・ 水に溶けないもの（衣類、紙おむつ、生

理用品、ビニール、木片、タバコの吸殻）
・ 天ぷら油やサラダ油などの廃液
・ 生ゴミ
・ 農薬、殺虫剤、薬などの薬品
・ ガソリン、灯油等の燃料やシンナーなど

の揮発性の高い危険物
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民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
裁
判
が
よ
り
利
用
し
や

す
く
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
裁

判
の
制
度
や
仕
組
み
に
つ
い
て
、
幅
広
い
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
裁
判
例
情
報
、
司
法
統
計
、
見
学
、
傍
聴
案

内
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報
に
つ
い
て
は
、

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
（http://w

w
w

.courts.go.jp/

）
で
、

　
裁
判
員
制
度
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
（http://w

w
w

.saibanin.courts.go.jp/

）　

で
、
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
、
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
裁
判
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
国
民
の

皆
さ
ん
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
広
報
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

電
話　
０
２
６
（
４
０
３
）
２
０
０
８

住
所　
〒
３
８
０
─
０
８
４
６

　
　
　
長
野
市
旭
町
１
１
０
８

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

TATESHINA INFORMATION

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

憲
法
週
間
を
迎
え
て

　
～
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
憲
法
週
間
」で
す
～

　
憲
法
記
念
日
（
５
月
３
日
）
を
中
心
と
し
た

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
、
裁
判
所
で
は
憲

法
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲
法
の

精
神
や
国
民
生
活
に
お
け
る
裁
判
所
の
役
割
を

国
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
法
務
省
や
検
察
庁
、
弁
護
士
会
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
全
国
各
地
の
裁
判
所
で
は
、
例
年
こ

の
時
期
に
、
法
廷
等
見
学
ツ
ア
ー
や
各
種
説
明

会
な
ど
の
憲
法
週
間
行
事
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
週
間
行
事
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

裁
判
所
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
裁
判
所
や
裁
判

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
国
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
最

寄
り
の
裁
判
所
の
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
間
も
な
く
、「
裁
判
員
制
度
」
が
始
ま
っ
て

か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
す
。
裁
判
所
で
は
、
国

地域包括支援センターです！こち ら

春です!!　
農作業が本格的に始まる前に少しずつ体をほぐしていきましょう。（ステップ２）

　今回は、膝の筋力の維持に効果のある体操を紹介します。
　ストレッチや筋力維持の体操中は、ゆっくり呼吸をしながら
行ないましょう。
　数を数えたり、歌を歌いながら行なうとよいでしょう。

・片脚ずつ膝を伸ばし、太ももに力を入れて、５秒数えましょう。

・はじめは５回程度から始め、慣れてきたら、10〜15回程度　
行うとよいでしょう。

・膝の痛みがある時は、無理はしないようにしましょう。

運動指導及び資料提供：公益財団法人身体教育医学研究所

太ももの前に

力を入れて５秒

ゆっくり

片膝ずつ

前に伸ばす

地域包括支援センター・福祉係　有線4503（直通）

膝上の筋肉を強くする体操
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申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/

soum
u/zeim

u/kenzei7.htm
)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
佐
久
地
方
事
務
所
税
務
課
課
税
第
二
係

電
話　
０
２
６
７
（
６
３
）
３
１
３
８

メ
ー
ル  sakuchi-zeim

u@
pref.nagano.lg.jp

　
立
科
町
で
は
、
雑
草
イ
ネ
（
赤
米
）
の
発
生

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
出
荷
前
検
査
時
に
雑
草
イ
ネ
の
混
入
が
発
見

さ
れ
る
と
、
銘
柄
表
示
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

何
も
対
策
を
し
な
い
と
確
実
に
発
生
が
増
え
、

他
の
水
田
へ
拡
が
り
ま
す
。
多
発
し
た
水
田
で

は
、
10
％
以
上
の
減
収
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
佐
久
地
域
か
ら
雑
草
イ
ネ
を

根
絶
す
る
た
め
、「
佐
久
地
域
雑
草
イ
ネ
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
、
雑
草
イ

ネ
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
策
と
し
て

・
昨
年
雑
草
イ
ネ
が
混
入
し
た
水
田
（
自
家
用

も
含
め
）
に
お
い
て
は
、
除
草
剤
に
よ
る
防

除
と
、
田
植
え
後
、
畝
間
や
株
間
に
発
生
す

る
株
（
植
え
た
も
の
以
外
）
の
抜
き
取
り
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
除
草
剤
は
、
効
果
の
高
い
も
の
を
組
み
合
わ

せ
て
使
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
使

用
に
あ
た
っ
て
は
、
佐
久
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
又
は
Ｊ
Ａ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
水
田
の
見
回
り
を
こ
ま
め
に
実
施
し
て
い
た

だ
き
、
雑
草
イ
ネ
の
発
生
を
確
認
し
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
抜
き
取
る
等
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
地
域
雑
草
イ
ネ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

・
佐
久
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
電
話　
０
２
６
７
（
６
３
）
３
１
６
７

・
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間　
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー

　
電
話　
０
２
６
７
（
５
６
）
２
６
０
０

・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
東
信　
農
作
畑
作
課

　
電
話　
０
２
６
７
（
５
８
）
２
５
８
０

・
立
科
町
役
場　
農
林
課

　
電
話　
０
２
６
７
（
５
６
）
２
３
１
１

　
地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構
で

は
、
看
護
師
ま
た
は
助
産
師
を
目
指
し
て
い
る

方
に
修
学
資
金
を
貸
与
し
、
学
校
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

 

県
立
病
院
に
一
定
期
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

返
還
免
除
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
夢
の
実
現
の
た
め
、
是
非
ご
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
４
月
２
日
（
月
）
～
６
月
１
日
（
金
）

貸
与
額

　
月
額
５
万
円
ま
た
は
月
額
８
万
円

貸
与
期
間

　
養
成
学
校
の
正
規
の
在
学
期
間
内

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
立
病
院
機
構
本
部
事
務
局
職
員
課

電
話　
０
１
２
０
（
１
７
３
）
３
１
４

　
長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
借
金
を
抱
え
お
悩

み
の
方
を
対
象
と
し
た
相
談
を
毎
日
（
平
日
）

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
弁
護

士
・
司
法
書
士
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
厳

守
・
相
談
無
料
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
（
平
日
）　
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

 

午
後
１
時
～
４
時
30
分

お
問
い
合
わ
せ
先

財
務
省
関
東
財
務
局　
長
野
財
務
事
務
所

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

電
話　
０
２
６
（
２
３
４
）
２
９
７
０

長
野
市
旭
町
１
１
０
８

長
野
第
２
合
同
庁
舎
５
階

TATESHINA INFORMATION

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

雑
草
イ
ネ（
赤
米
）を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
！

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

～
不
動
産
を
取
得
し
た
時
の
税
金
～

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　

不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産
（
土
地
・
建

物
）
を
取
得
し
た
と
き
に
、
取
得
し
た
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
税
金
（
県
税
）
で
す
。

　
納
税
額
は
、
課
税
標
準
額
（
税
額
計
算
の
基

礎
と
な
る
額
）
×
税
率
で
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
新
築
家
屋
に
つ
い
て
、

「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
に
よ
り
算
出
し
た
評

価
額
、
そ
の
他
の
不
動
産
に
つ
い
て
、
原
則
市

町
村
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
価
格
で
す
。

　
税
率
は
、
土
地
や
住
宅
は
３
％
、
住
宅
以
外

の
家
屋
は
４
％
で
す
。

　
な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
を
取
得

し
た
場
合
は
、
税
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

土
地
・
家
屋
を
売
買
等
で
取
得
さ
れ
た
方

　
住
宅
用
の
土
地
や
家
屋
を
購
入
さ
れ
た
場
合

な
ど
は
、
所
有
権
移
転
の
登
記
月
の
概
ね
３
ヵ

月
後
に
、
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
等
を
新
築
さ
れ
た
方

　
市
町
村
が
家
屋
調
査
後
、
評
価
額
を
決
定
し

た
分
に
つ
い
て
、
通
常
、
翌
年
７
月
頃
に
納
税

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。（
特
例
控
除
の
た

め
免
税
点
に
達
し
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
は
、
不
動
産
取
得

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

看
護
学
生
修
学
資
金

貸
与
希
望
者  

募
集

借
金
の
返
済
に
お
困
り
の
方
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
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１ 日 ひかり医院 小諸市 0267−22−8878
鈴木医院 小諸市 0267−26−1212
柳澤医院 立科町 56−1045

歯科 林歯科医院 小諸市 0267−22−0152
８ 日 須江医院 小諸市 0267−22−2060

鳥山クリニック 小諸市 0267−26−0308
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711
岩下医院 立科町 56−3908

歯科 依田塩名田歯科医院 浅科 58−2135
15 日 甘利医院 小諸市 0267−22−0729

小諸病院 小諸市 0267−22−0250
歯科 佐々木歯科医院 御代田町 0267−32−3938

22 日 由井医院 小諸市 0267−22−0327
桜井クリニック 小諸市 0267−26−1188
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711
みまき温泉診療所 北御牧 0268−61−6002

歯科 ゆみ歯科医院 小諸市 0267−26−2580
29 日 栁橋脳神経外科 小諸市 0267−23−6131

佐々木医院 小諸市 0267−22−0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711
川西赤十字病院 望月 53−3011
中島医院 北御牧 0268−67−2777

歯科 山口歯科医院 小諸市 0267−22−0442
30 日 小岩井整形外科 小諸市 0267−26−6788

市川医院 小諸市 0267−25−1200
歯科 田中歯科医院 望月 53−4682

電 話 内 線
ハートフルケアたてしな 56−1955 4501
白樺高原総合観光センター 55−6201
中央公民館（事務室） 56−2311 4000
たてしな人権センター 56−0059 5936
こども未来館（児童館） 56−0248 8888
老人福祉センター 56−1825 4091
体育センター 56−3373 3008
立科温泉　権現の湯 56−0606 4126
ふるさと交流館「芦田宿」 4050
交流促進センター「耕福館」 51−4151 4200

救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

休日緊急当番医連絡先

町のデータ ２月

● 午前９時〜午後５時（歯科  午前９時〜正午）

２月１日〜２月29日の状況

立科町役場　電話  56−2311　有線 2311
　　　　　　FAX  56−2310

行　事　予　定 保　　　　　健
1 日 スポーツ少年団開講式
2 月 立科町消防団新幹部・新入団員任命式
3 火 千草、若草、三葉保育園入園式
5 木 立科小学校、立科中学校入学式

6 金 蓼科高等学校入学式
春の全国交通安全運動（～15日）

8 日 立科町消防団幹部・新入団員合同訓練
スキー場クローズ

9 月 結婚相談会
18 水 赤ちゃん相談室：H24.１月生
20 金 無料法律相談会

25 水 乳幼児健診：  ４・  ５ヶ月児（H23.11月～12月生）
　　　　　：10・11ヶ月児（H23.５月～ 6月生）

27 金 結核検診：65歳以上
28 土 夏山営業開始（ゴンドラ、御泉水自然園）
30 月 長野県市町村対抗駅伝大会（松本市）

人口 7,845（−10） 出生 1
男 3,864（−  2） 死亡 7
女 3,981（−  8） 転入 10

世帯数 2,794（＋  1） 転出 19

出動
件数

年間
累計

交通
事故 2 6

その他 31 64
合計 33 70

発生
件数

年間
累計

建物
火災 2 3

その他 0 1
合計 2 4

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 ０ 2

乗物盗 0 0
その他 1 1

今　年 最近10年間
の平均

気 

温

平　　均 −2.5℃ −0.8℃
最高極日 12.3℃／23日 18.8℃／10年
最低極日 −19.5℃／  3日 −19.5℃／12年

降　水　量 62.5mm 46.2mm
年間降水量 68.5mm 69.5mm
日 照 時 間 155.5時間 170.0時間

人	口 3月1日現在 （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

4 月町民カレンダー ● 固定資産税（第１期）
● 介護保険料：普通徴収（第１期）納 税

５月の予定
・  １(火)・２(水) 結核検診：65歳以上
・  ８(火) ３歳児健診：H21.１月～H21.２月生
・10(木) マレットゴルフ春季大会
・10(木) ポリオ予防接種：H23.1月～12月生
 ：7歳6ヶ月未満の未接種者
・12(土) 第26回蓼北バレーボール大会

立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS
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　３月15日㈭、立科町中央公民館において、かねて
から建設を進めていた立科町子育て支援住宅「サン
コーポ芦田宿南」と立科町土地開発公社分譲地「細谷
朝日ケ丘団地」の合同竣工祝賀会が、土地を提供いた
だいた皆さん等の出席のもと行われました。
　役場の西側約300ｍの場所に建設されたサンコーポ
芦田宿南は、鉄筋コンクリート造りの２階建て、３
LDKの間取りで16戸が入居する子育て世代を支援す
る住宅です。
　朝日ケ丘団地は、立科中学校から北へ約1.2㎞に造
成された閑静で眺
望に優れた14区画、
平均100坪の住宅
団地です。

立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

よ合 い歯の表彰式が行われました同竣工祝賀式が開催されました

　２月26日㈰、丸子文化会館セレスホールにおいて、第４
回目となる立科町学校合同コンサートが開催されました。
　立科小学校２年２組から蓼科高等学校ジャズクラブまでの
子どもたちが一堂に会し、美しい歌声や息の合った演奏を
ホール一杯に響かせ、会場に集まった観衆を魅了しました。
　海賊に扮する先生やギターによる伴奏を披露する先生もお
り、大いに盛り上がりました。

　今回の表彰式では平成23年９月と平成24年１月の
３歳児健診において虫歯のなかったお子さん15名が
表彰対象者となりました。
　２月28日㈫の表彰式には、11名のお子さんとその保
護者の方が出席され、小宮山町長から表彰状と記念品
が贈られ、お祝いのお言葉をいただきました。
役場町民室 ｢ひだまり｣ において、表彰を受けられた
方の全体写真と保護者のコメントが展示してあります
のでご覧下さい。

ホールに響く、元気いっぱいの歌声
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卒業アルバム 保育園、小学校、中学校、高等学校のみなさん
ご卒園、ご卒業おめでとうございます

千草保育園（25名）

三葉保育園（9名）

立科中学校（73名）

蓼科高等学校（75名）

立科小学校（75名）

若草保育園（16名）
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溶
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ロ
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使
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